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市
長　

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、
穂

商
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ
の
寄
付
な

ど
、
穂
高
商
業
高
校
の
皆
さ
ん
の
日
ご

ろ
の
取
り
組
み
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
本
日
の
意
見
交
換
会
で
は
、
観

光
振
興
や
高
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
そ
う
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

率
直
な
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

外
国
人
旅
行
客
を
安
曇
野
に

生
徒　

昨
年
、
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

中
心
と
な
り
、「
安
曇
野
へ
よ
う
こ
そ
」

と
い
う
英
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
は
松
本
城
に
行
き
、
外
国
人
旅
行
者

の
皆
さ
ん
に
安
曇
野
の
魅
力
を
伝
え
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
安
曇
野
に
訪
れ

た
皆
さ
ん
か
ら
は
「
風
景
が
美
し
い
」、

「
水
が
き
れ
い
」
と
い
う
声
を
聴
き
、

魅
力
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
松
本
か
ら
自
転
車
で

安
曇
野
ま
で
移
動
す
る
予
定
の
旅
行
者

が
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

市
長　

市
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日

外
国
人
旅
行
）
の
対
応
は
重
点
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
動
を
大

変
心
強
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度

か
ら
重
点
的
に
「
自
転
車
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
」に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

こ
ん
な
取
り
組
み
を
し
た
ら
と
い
う
提

案
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

自
転
車
観
光
の
推
奨
ル
ー
ト
を

生
徒　

穂
高
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
て

い
る
人
に
道
を
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
案
内
し
た
際
、
分
か
り
や
す

い
地
図
や
標
識
の
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。
ぶ
ら
り
と
旅
す
る
人
も
い
る
と

思
う
の
で
、
観
光
の
推
奨
ル
ー
ト
を
作

る
こ
と
も
誘
客
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。

市
長　

案
内
板
は
、
不
統
一
で
分
か
り

に
く
い
と
い
っ
た
指
摘
が
あ
り
、
表
記

の
統
一
を
進
め
て
い
ま
す
。
自
転
車
の

モ
デ
ル
ル
ー
ト
づ
く
り
も
、
31
年
度
か

ら
取
り
組
み
ま
す
。
専
門
家
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
コ

ー
ス
を
設
定
す
る
計
画
で
す
。

生
徒　

先
日
、弓
道
部
の
全
国
大
会
で
、

岡
山
県
に
行
き
ま
し
た
。
岡
山
駅
で
は

駅
前
に
自
転
車
の
レ
ン
タ
ル
広
場
が
あ

り
ま
し
た
。
会
員
証
を
持
っ
て
い
れ
ば

自
由
に
街
中
を
移
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
そ
う
で
す
。
安
曇
野
で
も
Ｊ
Ｒ
各
駅

に
貸
自
転
車
を
配
備
し
て
、
そ
こ
を
拠

点
に
、
自
由
に
自
転
車
の
乗
り
降
り
が

で
き
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
使
っ
て
、

観
光
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
も
良

い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

昨
年
か
ら
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
新
年
度

は
台
数
を
20
台
か
ら
50
台
に
増
や
す
予

定
で
す
。
す
べ
て
の
駅
と
い
う
の
は
難

し
い
状
況
で
す
が
、
自
転
車
を
置
く
場

所
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
も
増
や
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

高
校
生
と
語
る
。

こ
れ
か
ら
の
安
曇
野

ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
穂
高
商
業
高
校

「
商
業
」
の
学
び
を
生
か
し
、
地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
人
材
育
成
を
進
め
る

穂
高
商
業
高
校
。
若
者
の
力
を
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
た
い
安
曇
野

市
。
そ
の
想
い
が
一
つ
と
な
り
、
市
長
と
生
徒
が
安
曇
野
の
ま
ち
づ
く
り

を
語
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ふれあいミーティング in 穂高商業高校

地域活性化 ・人材育成の連携深める

市と穂高商業高校（青木修一校長）が結んだ包括的連携協定。
高校への講師派遣の調整、地域イベントの運営に参加するなど相
互の連携を図ります。市と地元の高校との協定は、南安曇農業高
校に続き 2 校目となります。具体的には、市民を対象にした学校
開放講座を 4 講座開設されているほか、新そばと食の感謝祭のブ
ース出展やボランティア参加、販売実習である「穂商マーケット」
の売上金の寄付、信州花フェスタで穂高駅前の花壇制作の取り組
みなどにより、連携を深めています。昨年 10 月に行われた協定調印式

2月1日に生徒会役員等、「商業」を学んでいる生徒 20人が参加。学校生活を踏まえて地域の課題を語り合った。

穂高商業高校は、情報マネジメント科、商業科があり、キャリア教育プログラムによって高い職業意識を育んでいる。

長野県穂高商業高等学校
大正３年、組合立南安北部農学校として設立。定時
制や分校を擁する穂高農業高等学校、穂高高等学校
を経て、中信地区唯一の公立商業高校として 447
名が在籍。教育目標は「進取の心」。自ら考え積極
的に行動できる生徒の育成を目指しています。
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松
本
と
の
直
通
バ
ス
を

生
徒　
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
で
、

松
本
城
に
訪
れ
た
外
国
人
観
光
客
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
際
、「
安
曇
野
ま
で

ど
の
位
の
移
動
時
間
が
か
か
る
か
」
と

い
う
質
問
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
松

本
市
と
安
曇
野
の
観
光
地
を
つ
な
ぐ
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
が
あ
れ
ば
、
外
国
人
観
光

客
の
誘
客
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

生
徒　
市
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
サ
ッ
カ

ー
チ
ー
ム
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
は
、
シ
ニ
ア

世
代
の
フ
ァ
ン
が
多
い
の
が
特
徴
。
ス

タ
ジ
ア
ム
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
あ

れ
ば
、ご
年
配
の
フ
ァ
ン
に
も
優
し
く
、

１
５
０
０
人
以
上
来
場
す
る
ア
ウ
ェ
ー

か
ら
の
フ
ァ
ン
を
安
曇
野
に
誘
客
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

市
長　
行
政
は
ど
う
し
て
も
費
用
対
効

果
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
部
分
が
あ
り

ま
す
。
か
つ
て
は
路
線
バ
ス
が
あ
り
ま

し
た
が
、
利
用
者
が
少
な
く
な
り
廃
線

に
な
っ
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。
検
討
の

余
地
は
あ
り
ま
す
が
、
厳
し
い
状
況
と

い
え
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
松
本
市

で
も
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
松
本
か
ら
電
動
自
転
車
で
安

曇
野
に
来
て
、
電
車
で
帰
る
と
い
う
広

域
的
な
取
り
組
み
も
可
能
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
バ
ス
よ
り
も
低
コ
ス
ト
で
効

率
的
な
場
合
も
あ
る
の
で
、
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

地
元
企
業
の
魅
力
を

子
ど
も
達
に
伝
え
る
取
り
組
み

生
徒　
毎
年
10
月
、
小
学
生
を
対
象
に

し
た
「
キ
ッ
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ウ
ン
ほ
た

か
」
と
い
う
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
安
曇
野
に
は
魅
力
的

な
企
業
が
沢
山
あ
る
の
に
、
紹
介
し
な

い
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
も
職
業
科

の
生
徒
な
の
に
、
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
「
働
く
意
味
」

に
触
れ
、「
こ
う
い
う
仕
事
が
あ
る
ん

だ
よ
。こ
う
い
う
会
社
が
あ
る
ん
だ
よ
」

と
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
市
内
唯

一
の
商
業
高
校
の
特
色
を
生
か
せ
る
取

り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長　
安
曇
野
の
優
良
企
業
を
知
ら
な

い
人
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
市
で
は

民
間
企
業
が
作
っ
た
子
ど
も
向
け
の
紹

介
冊
子
を
配
布
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

穂
高
商
業
の
取
り
組
み
は
、
大
い
に
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

生
徒　

キ
ッ
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ウ
ン
は

２
４
０
人
の
小
学
生
が
参
加
し
、
前
年

比
１
・
４
倍
と
な
り
ま
し
た
。
働
い
て

得
た
お
金
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
担
い
手
と
し
て

教
育
長　
皆
さ
ん
に
は
地
域
を
支
え
る

大
き
な
力
が
あ
り
ま
す
。
防
災
の
担
い

手
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
で
の
小
中

学
生
と
の
交
流
な
ど
に
も
期
待
し
ま

す
。
穂
高
商
業
高
校
が
築
い
て
き
た
歴

史
や
文
化
を
学
び
、
こ
こ
で
学
ぶ
こ
と

を
誇
り
高
く
思
う
と
と
も
に
、
後
輩
た

ち
が
目
標
と
す
る
存
在
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

市
長　
本
日
は
皆
さ
ん
の
考
え
や
学
校

で
の
生
活
を
知
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
高
校
で
の
学
び
を
こ
れ
か
ら

の
人
生
に
生
か
す
と
と
も
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
手
と
し
て
も
ご
活

躍
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

英語ボランティア 「旅行者に安曇野を紹介」 穂商マーケット 「キッズビジネスタウンほたか」

穂高商業高校英語ボランティアでは、安曇野の民話やそば打
ちを紹介する英語パンフレットを制作。松本城に訪れる外国人
観光客と話しながら安曇野の魅力を紹介し、旅行の実態を直接
聞き取りました。また過去には、市内で行われるイベントで外
国人旅行者の案内など、英会話の実践と地域振興を兼ねた活動
をしています。

例年 10 月に開かれる販売実習「穂商マーケット」では、地元の
小学生を招いた就業体験「キッズビジネスタウンほたか」を 2 日
間開催しています。この取り組みは、児童が街の住民となり、仕
事探しから企業や官公庁の仕事を体験するなど、社会の仕組みを
学ぶユニークな取り組みです。年々参加者が増え、イベント当日
は親子連れで賑わいます。また、高校生と小学生、地元企業の交
流の場にもなっています。

小学生がさまざまな職種に触れる機会となる安曇野の魅力を英語で紹介

生徒の質問に答える宮澤市長。市では、若年層も
含めた幅広い年齢層からの提案や要望を把握し、
市政に生かすため、「市長と市民のふれあいミーテ
ィング」と題した意見交換会を開催。特定のテー
マを設け、対話によって、共にまちづくりを考え
る取り組みをスタートさせました。

意見交換会に先立ち、同
校で行われた「課題研究
発表会」を視察。3 年生
が、「地元発見」、「e コマ
ース」、「簿記講座」など
８つのグループに分かれ、
全校生徒の前で研究成果
を発表しました。

旧生徒会長の窪田拓真さん。「私た
ち 3 年生はこれで卒業し、安曇野
を離れる人もいます。そんな中で
も安曇野で送った学校生活を胸に、
魅力を発信できたらと思います」
と語りました。当日は、市長ほか、
教育長、政策部長、商工観光部長、
教育部長が参加。高校と地域の関
わりを語りました。

ふれあいミーティング in 穂高商業高校
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会　計　名 平成 31 年度 平成 30 年度 対前年度比 対前年度
比率  ％

一般会計 41,150,000 40,270,000 880,000 2.2
特別会計 21,084,597 20,847,895 236,702 1.1
国民健康保険 10,507,526 10,470,426 37,100 0.4
後期高齢者医療 1,167,317 1,134,360 32,957 2.9
介護保険 9,354,568 9,215,417 139,151 1.5
上川手山林財産区 1,825 2,143 △ 318 △ 14.8
北の沢山林財産区 2,656 951 1,705 179.3
有明山林財産区 3,626 953 2,673 280.5
富士尾沢山林財産区 1,125 771 354 45.9
穂高山林財産区 1,239 935 304 32.5
産業団地造成事業 32,412 1,153 31,259 2711.1
有明荘　 12,303 20,786 △ 8,483 △ 40.8

総　計（一般会計+特別会計） 62,234,597 61,117,895 1,116,702 1.8
※昨年まであった「観光宿泊施設特別会計」は、長峰荘の譲渡に伴い「有明荘特別会計」となりました。

公営企業会計

水道事業会計

収益的収入 2,335,142 2,323,907 11,235 0.5
収益的支出 1,887,465 1,879,690 7,775 0.4
資本的収入 386,894 516,198 △ 129,304 △ 25.0
資本的支出 1,843,520 1,914,314 △ 70,794 △ 3.7

下水道事業会計

収益的収入 4,304,266 4,449,012 △ 144,746 △ 3.3
収益的支出 3,768,696 3,786,869 △ 18,173 △ 0.5
資本的収入 797,227 811,229 △ 14,002 △ 1.7
資本的支出 2,480,707 2,448,611 32,096 1.3

平成 31 年度安曇野市各会計予算額一覧
単位：千円

平
成
31
年
度
は
、
新
ご
み
処
理
施
設
や
新
総
合
体
育
館
と
い
っ
た
大
型
事
業
が
本
格
化
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
限
ら
れ
た
財

源
で
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
予
算
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
年
度
は
、
第
２
次
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向

け
毎
年
策
定
し
て
い
る
実
施
計
画
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
予
算
編
成
に
臨
む
こ
と
に
な
り
、
一
層
の
行
財
政
の
ス
リ
ム
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

年
度
予
算
　
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
予
算
を
目
指
し
て

歳入予算の増減
平成 30 年度

402 億 7 千万円
平成 31 年度

411 億 5 千万円

税
は
、
１
１
７
億
３
１
９
５
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
前
年
度
比
で

５
５
８
９
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。個

人
市
民
税
や
法
人
市
民
税
は
、
経
済

の
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
反
映
し
、ま
た
、

固
定
資
産
税
は
新
増
築
家
屋
や
償
却
資
産

の
増
加
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
を
見
込

み
ま
し
た
。
市
た
ば
こ
税
は
、
健
康
志
向

の
高
ま
り
と
消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
を

考
慮
し
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

繰
入
金
は
、
18
億
５
６
６
５
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
主
な
繰
入
は
、
財
政
調
整

基
金
5
億
６
３
１
４
万
円
、
減
債
基
金
2

億
円
、
公
共
施
設
整
備
基
金
7
億
円
、
地

域
振
興
基
金
１
億
１
８
０
７
万
円
、
ふ
る

さ
と
寄
附
基
金
１
億
９
９
２
４
万
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
種
交
付
金
・
地
方
譲
与
税
は
、
25
億

４
９
６
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
消
費

税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
自
動
車
取
得
税
交

付
金
が
廃
止
さ
れ
、
環
境
性
能
割
交
付
金

が
新
た
に
創
設
さ
れ
る
た
め
、
予
算
に
も

こ
れ
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
１
０
２
億
２
０
０
０

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
普
通
交
付
税
に

つ
い
て
は
、
合
併
に
伴
う
加
算
措
置
（
合

併
算
定
替
）
の
段
階
的
縮
減
を
見
込
ん
だ

上
で
地
方
財
政
対
策
に
お
け
る
伸
び
率
を

加
味
し
、
前
年
度
比
で
2
億
２
０
０
０
万

円
の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。
特
別
交
付

税
は
前
年
度
と
同
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。市

債
は
、
56
億
１
７
０
０
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
前
年
度
比
で
4
億
４
９
６
０

万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
主
な

借
り
入
れ
は
、
穂
高
広
域
施
設
組
合
新
ご

み
処
理
施
設
建
設
事
業
で
13
億
70
万
円
、

た
つ
み
、穂
高
、明
科
南
な
ど
認
定
こ
ど
も

園
建
設
事
業
で
8
億
４
４
２
０
万
円
（
合

併
特
例
債
及
び
施
設
整
備
事
業
債
）、
新

総
合
体
育
館
建
設
事
業
で
3
億
３
９
６
０

万
円
な
ど
で
す
。
ま
た
、
臨
時
財
政
対
策

債
は
12
億
１
７
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比

2
億
８
３
０
０
万
円
の
減
額
で
す

　

歳
入

市 新

安曇野市議会は３月 20 日、平成 31 年度予算を可決しました。

一
般
会
計
の
予
算
額
は

４
１
１
億
５
千
万
円

昨
年
よ
り
8
億
8
千
万
円
の
増
額

特集◎平成 31 年度予算

116億7,606万円（29.0%）

10億3,722万円（2.6%）
20億8,997万円（5.2%）
18億1,853万円（4.5%）

24億7,860万円（6.2%）

100億円（24.8%）

60億222万円（14.9%）

51億6,740万円（12.8%）

市税

繰入金

財産収入外

地方交付税

国・県支出金

市債

負担金・使用料
および手数料外

各種交付金
地方譲与税

自主財源
41.3％

依存財源
58.7％

117億3,195万円（28.5%）

9億8,796万円（2.4%）
18億5,665万円（4.5%）
18億1,021万円（4.4%）

25億4,960万円（6.2%）

102億2,000万円（24.8%）

63億7,664万円（15.5%）

56億1,700万円（13.7％）

自主財源
39.8％

依存財源
60.2％
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歳
出

平成30年度　402億7千万円
平成31年度　411億5千万円 平成31年度

歳出予算 ※端数処理のため内訳の計と合計が一致しない場合があります。
※パーセンテージについては、小数点以下第 1 位までの表示のため 0.0％となる場合があります。

性質別に見る歳出の増減 目的別に見る歳出

その他
議会費　2億5,351万円（0.6%）
労働費　6,161万円（0.2%）
災害復旧費　150万円（0.0%）
予備費　5,000万円（0.1%）

般
会
計
に
お
け
る
歳
出
の
性
質

別
お
よ
び
目
的
別
の
グ
ラ
フ
を
、

ペ
ー
ジ
下
段
に
示
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
性
質
別
に
み
る
歳
出

人
件
費（
57
億
６
２
１
３
万
円
）

人
件
費
は
、
前
年
度
比
で
１
６
９
８
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
主
に
、
時
短

勤
務
の
再
任
用
職
員
の
減
員
に
よ
る
も
の

で
す
。

物
件
費（
70
億
７
８
６
万
円
）

消
耗
品
や
業
務
委
託
、
臨
時
職
員
の
賃

金
な
ど
を
盛
り
込
む
物
件
費
は
、
前
年
度

比
で
１
億
１
１
３
４
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
増
額
要
因
は
、
小
学
校
教

育
振
興
費
の
消
耗
品
費
で
教
科
書
改
訂
に

伴
う
教
師
用
指
導
書
の
購
入
な
ど
に
よ
る

前
年
度
比
３
６
９
１
万
円
の
増
や
、
資
産

税
費
の
土
地
の
鑑
定
評
価
等
委
託
料
で
、

評
価
替
え
に
伴
う
標
準
宅
地
鑑
定
業
務
な

ど
に
よ
る
前
年
度
比
２
８
３
５
万
円
の
増

な
ど
で
す
。

に
伴
い
、
全
体
と
し
て
は
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

公
債
費
（
53
億
５
０
８
７
万
円
）

前
年
比
１
５
２
６
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
過
去
の
高
金
利
で
の
借
入

に
係
る
償
還
の
終
了
に
伴
い
償
還
利
子
は

２
５
６
２
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
新

た
な
借
入
な
ど
に
よ
り
償
還
元
金
は

４
０
８
８
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

繰
出
金
（
22
億
７
３
１
８
万
円
）

前
年
比
５
２
９
５
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
は
減
額
（
△
２
１
４
０
万
円
）

で
す
が
、
国
保
会
計
繰
出
金
（
６
２
６

万
円
増
）、
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

（
７
６
６
５
万
円
増
）
が
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
目
的
別
に
み
る
歳
出

総
務
費
（
42
億
７
８
９
万
円
）

前
年
度
比
１
億
７
９
４
５
万
円
の
減
額

で
す
。
ふ
る
さ
と
寄
附
の
返
礼
品
な
ど
寄

附
採
納
事
務
に
3
億
３
７
９
０
万
円
、
自

転
車
活
用
推
進
事
業
に
４
１
７
万
円
、
区

等
交
付
金
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
よ

す
。
林
業
費
は
、
松
く
い
虫
被
害
対
策
事

業
に
１
億
８
０
２
１
万
円
、
林
道
危
険
箇

所
重
点
整
備
事
業
に
２
９
５
７
万
円
な
ど

で
す
。
ま
た
耕
地
費
は
、
農
地
保
全
活
動

交
付
金
に
2
億
６
４
５
０
万
円
、
農
業
施

設
維
持
工
事
（
市
単
）
に
５
５
１
７
万
円

な
ど
で
す
。

商
工
費
（
16
億
６
５
８
４
万
円
）

前
年
度
比
１
億
５
８
７
６
万
円
の
減
額

で
す
。
し
ご
と
創
出
事
業
に
３
８
７
９
万

円
、企
業
助
成
事
業
2
億
３
４
１
６
万
円
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
（
信
州
安
曇
野
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
、
安
曇
野

花
火
な
ど
）に
４
１
８
０
万
円
な
ど
で
す
。

土
木
費
（
57
億
６
３
６
万
円
）

前
年
度
比
２
６
６
５
万
円
の
増
額
で

す
。
新
総
合
体
育
館
建
設
事
業
に
７
億

２
３
５
６
万
円
の
ほ
か
、
道
路
橋
梁
維
持

事
業
に
2
億
８
９
５
５
万
円
、
市
道
新
設

改
良
事
業
（
市
単
独
・
合
併
特
例
債
・
交

付
金
）
に
7
億
５
８
０
０
万
円
、
拠
点
集

約
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
た
め
の
拠
点
地
域
等
住
宅
購
入
費
助
成

事
業
に
４
６
７
０
万
円
、
ま
た
、
下
水
道

事
業
へ
の
繰
出
金
が
20
億
３
７
１
３
万
円

な
ど
で
す
。

扶
助
費（
51
億
６
７
０
７
万
円
）

住
民
福
祉
を
支
え
る
た
め
の
経
費
で
あ

る
扶
助
費
は
、
前
年
度
比
１
億
６
０
９
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
生
活
保
護

費
（
△
２
７
０
４
万
円
）
や
児
童
福
祉
総

務
費
（
△
２
０
８
４
万
円
）
で
は
減
額
と

な
り
ま
し
た
が
、
障
が
い
者
支
援
事
業
で

は
１
億
５
１
７
８
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

補
助
費
等（
91
億
４
８
０
２
万
円
）

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や
負
担
金
等
の

経
費
で
あ
る
補
助
費
等
は
、
前
年
度
比
15

億
７
８
４
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
主

な
増
額
要
因
は
、
穂
高
広
域
施
設
組
合
に

対
す
る
負
担
金
で
、
新
ご
み
処
理
施
設
整

備
事
業
の
本
格
化
を
受
け
13
億
９
７
８
１

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

普
通
建
設
事
業
費（
48
億
１
４
８
９
万
円
）

道
路
や
施
設
な
ど
社
会
資
本
整
備
に
必

要
な
経
費
で
あ
る
普
通
建
設
事
業
費
は
、

前
年
度
比
3
億
６
６
３
０
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
新
総
合
体
育
館
建
設
事
業

（
4
億
６
１
５
５
万
円
増
）
な
ど
の
増
は

あ
り
ま
す
が
、
三
郷
文
化
公
園
体
育
館
や

し
ゃ
く
な
げ
の
湯
周
辺
整
備
の
終
了
な
ど

る
区
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
う
区

等
地
域
力
向
上
事
業
に
１
億
８
７
２
万
円

な
ど
で
す
。

民
生
費
（
１
３
２
億
８
６
５
９
万
円
）

前
年
度
比
2
億
９
４
４
２
万
円
の
増
額

で
す
。
自
立
支
援
給
付
事
業
に
15
億

１
９
２
９
万
円
、
児
童
手
当
・
児
童
扶
養

手
当
給
付
事
業
に
17
億
９
３
４
１
万
円
、

ま
た
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
発
行
さ

れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
係
る
経
費

と
し
て
４
５
９
３
万
円
な
ど
で
す
。

衛
生
費
（
38
億
６
５
２
万
円
）

前
年
度
比
13
億
４
０
５
万
円
の
増
額
で

す
。
穂
高
広
域
施
設
組
合
新
ご
み
処
理
施

設
建
設
事
業
に
14
億
１
３
３
４
万
円
、
予

防
接
種
事
業
に
2
億
７
０
０
４
万
円
、
産

前
産
後
支
援
事
業
に
１
３
５
０
万
円
、
ま

た
豊
科
・
明
科
の
水
道
整
備
事
業
に
対
す

る
出
資
金
に
１
億
６
２
３
０
万
円
な
ど
で

す
。

農
林
水
産
業
費
（
17
億
４
２
０
８
万
円
）

前
年
度
比
９
２
２
６
万
円
の
減
額
で

す
。
農
業
費
は
、
後
継
者
育
成
事
業
に

４
９
１
８
万
円
、
安
曇
野
市
農
業
振
興
作

物
等
推
進
事
業
に
５
５
１
５
万
円
な
ど
で

消
防
費
（
14
億
７
９
６
５
万
円
）

前
年
度
比
４
８
５
２
万
円
の
増
額
で

す
。
広
域
消
防
に
係
る
常
備
消
防
負
担
金

に
10
億
８
４
９
０
万
円
の
ほ
か
、
消
防
団

詰
所
更
新
・
統
廃
合
事
業
に
２
５
４
２
万

円
、
防
災
用
品
購
入
補
助
金
を
含
む
防
災

啓
発
事
業
に
１
３
４
２
万
円
な
ど
で
す
。

教
育
費
（
35
億
３
７
５
８
万
円
）

前
年
度
比
3
億
７
９
３
４
万
円
の
減
額

で
す
。
小
中
学
校
の
施
設
改
修
事
業
に
6

億
５
５
０
９
万
円
、
学
校
支
援
員
配
置
事

業
に
１
億
４
６
０
４
万
円
、
電
子
教
科
書

な
ど
の
導
入
経
費
を
盛
り
込
む
小
中
学
校

の
情
報
教
育
推
進
事
業
に
９
１
０
１
万

円
、
中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
派

遣
事
業
に
８
８
１
万
円
な
ど
で
す
。ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
大
使
の
有
森
裕
子
さ
ん
を
招
い

て
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
経

費
を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
開
催
事
業

に
１
０
８
２
万
円
、
地
域
史
研
究
と
文
化

財
保
存
・
活
用
に
３
６
８
万
円
な
ど
で
す
。

※
万
円
未
満
は
、
端
数
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

※
予
算
の
よ
り
詳
し
い
資
料
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

特集◎平成 31 年度予算

一

人件費

物件費

扶助費

維持補修費

補助費等

普通建設事業費

災害復旧費

投資出資金

公債費

貸付金

繰出金

積立金・予備費等

57億6,213万円（14.0%）

70億786万円（17.0%）

1億1,113万円（0.3%）

51億6,707万円（12.6%）

91億4,802万円（22.2%）

48億1,489万円（11.7%）

53億5,087万円（13.3%）

9億6,379万円（2.3%）
22億7,318万円（5.5%）
3億8,726万円（0.9%）

150万円（0.0%）

1億6,230万円（0.4%）

57億7,911万円（14.4%）

68億9,652万円（17.1%）

1億2,003万円（0.3%）

50億6,098万円（12.6%）

76億4,018万円（19.0%）

51億8,119万円（12.9%）

600万円（0.0%）

9億8,393万円（2.4%）
22億2,023万円（5.5%）
7億9,102万円（1.9%）

53億3,561万円（13.3%）

2億5,520万円（2.4%）

総務費 42億789万円（10.2%）

民生費 132億8,659万円（32.3%）

衛生費 38億652万円（9.3%）

商工費 16億6,584万円（4.0%）

土木費 57億636万円（13.9%）

消防費 14億7,965万円（3.6%）

教育費 35億3,758万円（8.6%）

公債費 53億5,087万円（13.0%）

農林水産業費 17億4,208万円（4.2%）
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良質な住環境の整備 　
住宅・建築物耐震改修促進事業 2,823 万円
公営住宅等長寿命化事業 2,253 万円
空家対策事業 127 万円
移住定住促進事業 425 万円

重点的に取り組む施策・事業
平成 31 年度予算の編成にあたっては、第 2 次総合計画の基本施策の中から重点化施策を設定し、「ひと・かね・
知恵（工夫）」を集中投下するとした実施計画と歩調を合わせ編成に取組みました。そこで、実施計画に掲げ
る重点化施策と重点事業、そのほか主な取組みをご紹介します。

 …目玉となる事業を解説しています

健康づくりの推進 　
ひきこもり支援事業 101 万円
健康増進事業 1,247 万円
健康づくり事業 275 万円

自転車活用推進事業 417 万円
「自転車を活用したまちづ
くり」の取組みを進めるた
め、自転車による健康増進
効果の実証実験と、魅力的
なサイクリングコースを新
たに設定します。

農業の振興 　
後継者育成事業 4,918 万円
環境保全型農業推進支援事業 104 万円
農業施設維持工事（市単独工事） 5,517 万円

高齢者福祉の充実 　
アクティブシニアがんばろう事業 1,050 万円

出産・子育て支援の充実 　
男女共同推進費 96 万円
人権啓発費 255 万円
子ども学習支援事業 104 万円
ファミリーサポート事業 821 万円
子育て応援手当給付事業 3,759 万円

公立認定こども園空調機設置事業 7,488 万円
穂高幼稚園空調機設置事業 726 万円

園児の健康と安全のため、
公立認定こども園および穂
高幼稚園の遊戯室に空調機
を整備します。

公立認定こども園管理費 13 億 7,621 万円
産前産後支援事業 1,350 万円

出産直後の皆さんを対象とし
た相談・健診の場を新たに設
けることで、産後うつなどへ
の対策を強化します。また、
出産後の母乳相談や宿泊型支
援などの産後ケアについて利
用期間を拡大します。

観光の振興 　
観光イベント事業 4,180 万円

信州安曇野ハーフマラソンや
安曇野花火のほか、新たな観
光素材として取り組む「田ん
ぼアート」などを支援します。

その他 　
新ごみ処理施設建設事業 14 億 1,334 万円

老朽化した穂高広域施設組合
のごみ処理施設を新たに建設
するため、負担金を支出しま
す。

全国都市緑化フェア 8,636 万円
４月から６月に開催される同
フェアへ負担金を支出するほ
か、市内サテライト会場等の
企画・運営を行うとともに、
市民の緑化に対する機運の醸
成を図ります。

防犯対策機器購入補助 50 万円
被害の絶えない特殊詐欺等を
防止するため、対策機器の購
入設置を補助することにより
被害を防止します。

安曇野ブランド発信の強化 　
地域史研究と文化財保存・活用 368 万円
企業サポート事業（食品流通系） 535 万円
安曇野ブランド創出事業 241 万円
天蚕振興事業 205 万円
地域・行政情報化推進事業 538 万円
インターネット広報事業 683 万円
広報ラジオ番組放送事業 910 万円

水環境の保全・強化・活用 　
水資源対策事業 749 万円

防災体制の充実 　
防災組織支援事業 582 万円
防災情報システム事業 377 万円
内水対策事業 1,182 万円

景観の保全と育成の推進 　
都市再生整備計画（明科駅周辺）3 億 8,808 万円

明科駅周辺地区整備により、
「安曇野市の東の玄関口」とし
て、活力あるまちづくりを推
進します。

環境基本計画推進事業 590 万円

スポーツ活動の充実 　
新総合体育館建設事業 7 億 2,356 万円

市民の健康増進からプロスポ
ーツの観戦までできる新総合
体育館を豊科南部総合公園南
に建設します。災害時の避難
所および救援物資集積所の機
能も有し、災害時の地域防災
拠点としての機能も確保しま
す。

ホストタウン推進事業 695 万円
スポーツ教室等開催事業 1,082 万円

交流活動の推進 　
ホストタウン推進事業※ 695 万円

東京 2020 オリンピック・
パ ラ リ ン ピ ッ ク の オ ー
ス ト リ ア 共 和 国 カ ヌ ー
チ ー ム の ホ ス ト タ ウ ン
と し て、1 年 前 イ ベ ン
ト の 開 催 や タ イ ア ッ プ
イベントへの広告費補助制
度により、東京 2020 に向けた機運の醸成・外国文化の理
解を深める機会を設けます。

人権啓発費※ 255 万円
理解促進研修・啓発事業 6 万円

移住・定住の促進
移住定住促進事業※ 425 万円

しごと創出事業 3,879 万円
フルタイムでの就労が困難な
皆さんに ICT（情報通信技術）
を活用して就労の機会を提供
するテレワークセンターを新
たに設置します。

学校教育の充実 　
コミュニティスクール事業 1,527 万円

学校応援隊の活動推進に
加えて中学校の部活動に
指導員を配置し、学校を
支援します。

中学校情報教育推進事業 4,001 万円
中学校冷房設備等整備事業 1,210 万円

生涯学習の推進 　
中央公民館事業 5,384 万円
豊科公民館事業 536 万円
美術館・博物館連携事業 127 万円
芸術教育普及事業 393 万円

図書館サービス事業 525 万円
講座等の講師謝礼や図書館キャ
ラクターグッズの制作のほか、
ファーストブック（４か月児対
象）のフォローアップ事業とし
て、２歳児健診日に絵本１冊を
配布するセカンドブック事業を
新たに実施します。

環境基本計画推進事業※ 590 万円

新年度

安曇野市図書館キャラクター　ぽぽん

※の付いた重点事業は、複数の重点化施策に含まれます。
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
市
役
所
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た

■
職
員
人
事
異
動　
（
平
成
31
年
4
月
１
日
付
部
長
・
課
長
級
以
上
）

市
で
は
、
平
成
31
年
4
月
１
日
か
ら

市
役
所
の
組
織
を
一
部
改
編
し
ま
し
た
。

今
回
の
組
織
改
編
は
、
事
務
の
効
率
化

を
図
る
た
め
課
の
統
合
お
よ
び
係
・
担

当
の
再
編
を
行
い
ま
し
た
。

課
の
統
合
に
伴
う
変
更

●
教
育
部
図
書
館
交
流
課
を
廃
止
し
、

そ
の
業
務
を
文
化
課
に
統
合
し
ま
し

た
。

●
課
の
統
合
に
伴
い
、
文
化
課
に
図
書

館
係
を
設
置
し
、
文
化
振
興
係
は
文

化
振
興
担
当
に
再
編
し
ま
し
た
。

係
等
の
変
更

●
商
工
観
光
部
商
工
労
政
課
の
3
係
を

商
工
労
政
係
と
産
業
立
地
支
援
係
の

2
係
に
再
編
し
ま
し
た
。

●
商
工
観
光
部
観
光
交
流
促
進
課
の
3

係
を
観
光
交
流
促
進
担
当
と
拠
点
維

持
整
備
係
の
2
係
に
再
編
し
ま
し
た
。

部等の
名称

今までの名称 新しい名称
課等の名称 係等の名称 課等の名称 係等の名称 電話番号

商工
観光部

商工労政課
商業労政係

商工労政課
商工労政係 71-2041

工業振興係 産業立地支援係 71-2042
産業連携推進係

観光交流促進課
ブランド推進担当

観光交流促進課
観光交流促進担当 71-2053・2054

観光交流促進係
拠点維持整備係 拠点維持整備係 71-2055

教育部

文化課

文化振興係

文化課

文化振興担当

71-2470( 文化振
興関係 )
81-3111( 交流学
習関係 ) ※穂高交
流学習センター

「みらい」内

文化財保護係 文化財保護係 71-2464
博物館係 博物館係

71-2465
新市立博物館準備室 新市立博物館準備室

図書館交流課 図書館交流担当 図書館係
81-3111 ※穂高
交流学習センター

「みらい」内

●課・係名等に変更のあった部署

※青字部分が、変更のあった課・係等です。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

安
曇
野
の
魅
力
を
発
信

市
は
4
月
１
日
付
で
新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
任
命
し
ま
し
た
。

名
古
屋
市
か
ら
Ⅰ
タ
ー
ン
し
た
北
村
昌
之
さ
ん

は
、
観
光
交
流
促
進
課
に
配
属
さ
れ
ま
す
。
旅
行
業

に
従
事
し
て
い
た
経
験
を
活
か
し
、
市
の
内
外
に
安

曇
野
の
良
さ
や
魅
力
を
情
報
発
信
す
る
業
務
を
担
当

し
ま
す
。

趣味の山登りで何度か安曇野
を訪れるうちに、この街が好き
になりました。
 観光を通して、安曇野の良さを
多くの人々に情報発信し、安曇
野のファンをたくさんつくって
いきたいと思います。

観光交流促進課

北村昌之さん

［
部
長
級
］
▼
総
務
部
長
（
上
下
水
道

部
長
）
金
井
恒
人

［
部
長
級
昇
格
］
▼
福
祉
部
長
兼
福
祉

事
務
所
長
（
同
部
長
寿
社
会
課
長
）
野

本
岳
洋
▼
農
林
部
長
（
政
策
部
政
策
経

営
課
長
）
高
嶋
雅
俊
▼
都
市
建
設
部
長

（
同
部
監
理
課
長
）
西
沢
剛
▼
上
下
水

道
部
長
（
市
民
生
活
部
環
境
課
長
）
久

保
田
剛
生
▼
総
務
部
参
事
兼
職
員
課
長

（
同
部
職
員
課
長
）
長
﨑
孝
仁

［
課
長
級
］
▼
総
務
部
人
権
男
女
共
同

参
画
課
長
（
市
民
生
活
部
堀
金
地
域
課

長
兼
地
域
担
当
係
長
兼
堀
金
支
所
長
）

平
倉
秀
一
▼
財
政
部
税
務
課
長
（
教
育

部
学
校
教
育
課
副
参
事
兼
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
長
兼
学
校
給
食
担
当
係
長
兼
中

部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
丸
山
仁

一
▼
財
政
部
収
納
課
長
（
商
工
観
光
部

観
光
交
流
促
進
課
長
）
望
月
淳
利
▼
市

民
生
活
部
市
民
課
長
（
政
策
部
秘
書
広

報
課
長
）
小
林
俊
夫
▼
市
民
生
活
部
廃

棄
物
対
策
課
長
（
福
祉
部
子
ど
も
支
援

課
長
）
鳥
羽
登
▼
福
祉
部
長
寿
社
会
課

長
（
市
民
生
活
部
市
民
課
長
）
鳥
羽
直

樹
▼
農
林
部
農
政
課
長
（
政
策
部
政
策

経
営
課
付
課
長
＝
松
本
広
域
連
合
派

遣
）
堀
内
寅
生
▼
商
工
観
光
部
観
光
交

流
促
進
課
長
（
農
林
部
農
政
課
長
）
大

竹
範
彦
▼
都
市
建
設
部
監
理
課
長
（
同

部
建
設
課
長
）
藤
原
聖
士

［
課
長
級
昇
格
］
▼
総
務
部
契
約
検
査

課
長（
同
部
同
課
長
補
佐
兼
契
約
係
長
）

上
野
雅
芳
▼
政
策
部
政
策
経
営
課
長

（
総
務
部
職
員
課
付
課
長
補
佐
＝
長
野

県
松
本
地
域
振
興
局
へ
派
遣
）
野
口
武

史
▼
政
策
部
政
策
経
営
課
付
課
長
＝
松

本
広
域
連
合
派
遣
（
財
政
部
税
務
課
長

補
佐
兼
市
民
税
担
当
係
長
）
丸
山
修
一

▼
政
策
部
秘
書
広
報
課
長
（
同
部
政
策

経
営
課
付
課
長
補
佐
＝
松
本
広
域
連
合

派
遣
）
渡
辺
守
▼
市
民
生
活
部
地
域
づ

く
り
課
長
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長

（
同
部
同
課
長
補
佐
兼
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
長
兼
豊
科
地
域
係
長
）
山
田
真
一

▼
市
民
生
活
部
環
境
課
長
（
財
政
部
財

産
管
理
課
長
補
佐
兼
管
財
担
当
係
長
）

深
澤
与
志
章
▼
市
民
生
活
部
三
郷
地
域

課
長
兼
地
域
担
当
係
長
兼
三
郷
支
所
長

（
総
務
部
契
約
検
査
課
長
補
佐
兼
検
査

係
長
）
赤
澤
哲
也
▼
市
民
生
活
部
堀
金

地
域
課
長
兼
地
域
担
当
係
長
兼
堀
金
支

所
長
（
同
部
市
民
課
長
補
佐
兼
市
民
担

当
係
長
）
吉
田
美
千
代
▼
福
祉
部
子
ど

も
支
援
課
長
（
市
民
生
活
部
三
郷
地
域

課
長
補
佐
兼
地
域
担
当
係
長
）
牧
石
正

明
▼
農
林
部
耕
地
林
務
課
長
（
同
部
同

課
長
補
佐
兼
林
務
担
当
係
長
）
佐
藤
明

利
▼
都
市
建
設
部
建
設
課
長
（
同
部
同

課
長
補
佐
兼
建
設
担
当
係
長
）
山
浦
慎

司
▼
上
下
水
道
部
上
水
道
課
長
（
同
部

同
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
）
横
山
友
明

▼
上
下
水
道
部
下
水
道
課
長
（
同
部
同

課
長
補
佐
兼
下
水
道
整
備
担
当
係
長
）

石
川
三
郎
▼
教
育
部
学
校
教
育
課
副
参

事
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
兼
学
校
給

食
担
当
係
長
兼
中
部
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
（
市
民
生
活
部
穂
高
地
域
課
長

補
佐
兼
地
域
担
当
係
長
）
有
賀
啓
多

【
退
職
者
】
平
成
31
年
３
月
31
日
付

▼
堀
内
猛
志
（
総
務
部
長
）
▼
花
村
潔

（
福
祉
部
長
）▼
大
向
弘
明（
農
林
部
長
）

▼
横
山
正
（
都
市
建
設
部
長
）
▼
白
澤

勇
一
（
市
民
生
活
部
参
事
兼
廃
棄
物
対

策
課
長
▼
竹
内
幾
久
夫
（
総
務
部
契
約

検
査
課
長
）
▼
髙
山
厚
子
（
総
務
部
人

権
男
女
共
同
参
画
課
長
）
▼
塚
田
康
春

（
財
政
部
税
務
課
長
）
▼
横
澤
隆
（
財

政
部
収
納
課
長
）
▼
小
林
一
彦
（
市
民

生
活
部
地
域
づ
く
り
課
長
）
▼
髙
嶋
俊

明
（
市
民
生
活
部
三
郷
地
域
課
長
）
▼

水
谷
茂
（
上
下
水
道
部
上
水
道
課
長
）

▼
三
澤
廣（
上
下
水
道
部
下
水
道
課
長
）

▼
丸
山
高
人
（
教
育
部
図
書
館
交
流
課

長
）
▼
丸
山
浩
（
農
林
部
耕
地
林
務
課

長
）

総務部参事　
兼職員課長

長﨑　孝仁

総務部長
金井　恒人

福祉部長
野本　岳洋

農林部長
高嶋　雅俊

都市建設部長
西沢　剛

上下水道部長
久保田　剛生

※（　）内は前職
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
三
郷
文
化
公
園
体
育
館
の
大
規
模
改
修
工
事
が
完
了

■
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
周
辺
整
備
事
業
が
し
ゅ
ん
工

■
長
峰
荘
を
株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
ホ
テ
ル
へ
譲
渡

■
自
転
車
を
活
用
し
た
実
証
実
験　

松
本
大
学
と
連
携
協
定
締
結

■
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
本
庁
舎
に
移
転

昨
年
2
月
か
ら
始
ま
っ
た
三
郷
文

化
公
園
体
育
館
の
大
規
模
改
修
工
事

が
完
了
し
、
3
月
19
日
に
し
ゅ
ん
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
体
育
館
は
平
成
4
年
の
完
成
か

ら
26
年
が
経
過
し
、
外
壁
タ
イ
ル
の

剥は
く
り離
や
雨
漏
り
、
床
暖
房
・
パ
ネ
ル

ヒ
ー
タ
ー
の
故
障
な
ど
多
く
の
不
具

合
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

日
帰
り
温
浴
施
設
・
安
曇
野
し
ゃ

く
な
げ
の
湯
（
穂
高
）
の
周
辺
一
帯

の
工
事
が
完
了
し
、
3
月
28
日
に
し

ゅ
ん
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
で
は
、
公
園
や
駐
車

場
の
整
備
、
周
遊
バ
ス
待
合
所
の
新

設
、
八
面
大
王
足
湯
の
移
設
、
ト
イ

レ
の
改
修
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

「
温
泉
公
園
」
の
名
称
を
継
続
し
た

公
共
施
設
再
配
置
計
画
で
「
譲
渡

ま
た
は
廃
止
」
と
し
て
い
る
宿
泊
施

設
・
長
峰
荘
の
譲
渡
先
が
こ
の
ほ
ど

決
定
し
ま
し
た
。
譲
渡
を
受
け
る
の

は
県
内
外
で
ホ
テ
ル
・
旅
館
・
飲
食

業
を
展
開
す
る
株
式
会
社
ド
リ
ー
ム

市
と
松
本
大
学
は
3
月
26
日
、
自

転
車
を
活
用
し
た
実
証
実
験
に
関
す

る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
で
は
、
市
が
実
施
す
る
実
証

実
験
に
対
し
、
デ
ー
タ
収
集
や
運
動

指
導
、
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
た
栄
養
指

穂
高
支
所
隣
に
設
置
さ
れ
て
い
た

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
市

役
所
2
階
地
域
づ
く
り
課
に
移
転
し

た
こ
と
に
伴
い
、
4
月
１
日
、
開
所

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
移
転

今
回
の
工
事
で
は
、
ア
リ
ー
ナ
以

外
の
す
べ
て
の
壁
と
床
を
更
新
。
照

明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
１
階
部
分
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
た
ほ
か
、
故
障

し
て
い
た
温
水
暖
房
パ
ネ
ル
を
撤
去

し
、
柔
剣
道
場
な
ど
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
の
地
域
防
災

拠
点
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

公
園
に
は
、
散
策
路
や
芝
生
広
場
の

ほ
か
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
親
し

ま
れ
る
「
ペ
タ
ン
ク
」
の
コ
ー
ト
も

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

し
ゅ
ん
工
式
は
工
事
関
係
者
や
近

隣
住
民
な
ど
約
70
人
が
出
席
。
会
場

の
温
泉
公
園
で
は
桜
の
記
念
植
樹
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
宮
澤
市
長
は
「
周

辺
施
設
と
連
携
を
深
め
、
市
の
西
山

ホ
テ
ル
で
、
建
物
と
土
地
の
売
却
お

よ
び
引
き
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。

譲
渡
先
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
譲
渡
後
の
10
年
間
は
宿
泊
・
入

浴
・
宴
会
業
務
を
継
続
す
る
こ
と
を

条
件
に
公
募
を
行
い
、
購
入
希
望
の

導
な
ど
を
協
力
し
て
行
う
こ
と
な
ど

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
証
実
験
は
、
本
年
度
か
ら
3
年

を
か
け
て
行
う
も
の
で
、
参
加
者
に

日
常
生
活
で
自
転
車
を
活
用
し
て
も

ら
い
、
健
康
増
進
に
ど
の
よ
う
な
効

に
よ
り
市
民
活
動
団
体
と
区
と
の
連

携
が
よ
り
深
ま
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
団
体
の
運
営
に
必
要
な
助
成
金

の
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
ス
キ
ル
ア

ら
、
耐
震
補
強
工
事
も
併
せ
て
実
施

し
ま
し
た
。

財
源
に
は
国
の
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
も
活
用
し
、
総
事
業
費
は

約
6
憶
8
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
同
施
設
は
信
州
花
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
９
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と

し
て
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

あ
っ
た
県
内
2
社
の
提
案
か
ら
審
査

し
ま
し
た
。

同
施
設
は
4
月
１
日
か
ら
入
浴
の

営
業
を
開
始
し
て
お
り
、
宿
泊
・
宴

会
に
つ
い
て
も
準
備
が
整
い
次
第
開

業
す
る
予
定
で
す
。

果
が
あ
る
か
検
証
す
る
も
の
で
す
。

宮
澤
市
長
は
「
自
転
車
を
運
動
習

慣
と
し
て
活
用
す
る
機
運
が
高
ま

り
、
自
転
車
が
安
曇
野
の
文
化
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

ッ
プ
講
座
、
活
動
事
例
の
紹
介
、
交

流
会
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

向
け
に
情
報
発
信
し
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
担

い
ま
す
。

山
麓
の
観
光
拠
点
・
健
康
増
進
の
場

と
し
て
地
域
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
目

指
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

こ
の
整
備
事
業
は
平
成
26
年
度
か

ら
5
年
間
行
わ
れ
、
総
整
備
面
積
は

約
3
万
３
千
7
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、

総
事
業
費
は
約
19
億
８
千
万
円
で
、

主
な
財
源
と
し
て
合
併
特
例
債
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

LED 照明で照らされる 1 階アリーナ

整備された公園に桜を記念植樹

●参加店舗　サントゥールムラカミ／㈲丸山菓子舗／焼き菓子工房ＭＹＵ／㈲松月堂西村商店／安曇野 sweets ペイサー樹 NOJIRI ／あづみ
野菓子工房彩香／Chiffon／パティスリー ポークワパ／ありあけの山café／cakeworks kinpika／あったカフェ／お菓子工房BERRY／パティ
スリー リール／パティスリーシュテルン安曇野／虹の村陶苑／パティスリー チーア／トラットリア ピッコラーナ／ホテルアンビエント安曇野

信州花フェスタ 2019 期間中に市内の菓子店が販売する「おはなスイーツプロ
ジェクト」の試食会が 3 月 23 日、市役所で開かれました。当日は親子連れなど
37 人が参加し、お店の人から工夫した点などのこだわりを聞きながら、バラや
桜の花などをイメージした華やかな商品を一足早く味わいました。友人と来場し
た松田嶺

れ い こ

子さん（三郷）は「味覚だけでなく視覚でも楽しむことができて大満足」
と話してくれました。おはなスイーツは期間中（4 月 25 日～ 6 月 16 日）に市内
18 店舗で販売されるほか、市サテライト会場でのイベント販売も実施します。

信州花フェスタ 2019　おはなスイーツ試食会

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

問

71
・
２
０
１
３
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構造耐震指標（Iw） 倒壊の危険性
1.0 以上 低い

0.7 以上 1.0 未満 あり
0.7 未満 高い

い
つ
か
起
こ
り
う
る
大
地
震

近
年
の
大
地
震
で
は
、
大
規
模
に
谷

や
沢
を
埋
め
た
造
成
地
で
滑
動
崩
落
が

発
生
し
、
多
く
の
宅
地
に
被
害
が
生
じ

て
い
ま
す
。
市
内
に
お
い
て
も
、
糸
魚

川
・
静
岡
構
造
線
断
層
帯
を
原
因
と
す

る
大
地
震
に
よ
り
、
同
様
の
被
害
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
市
内
の
大
規
模
盛
土

造
成
地
の
位
置
、
規
模
お
よ
び
種
類
を

調
査
し
ま
し
た
。

市
内
９
カ
所
を

大
規
模
盛
土
造
成
地
に
判
定

市
内
を
調
査
し
た
結
果
、
穂
高
地
域

2
カ
所
、
明
科
地
域
7
カ
所
を
大
規
模

盛
土
造
成
地
と
し
て
判
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、よ
り
詳
細
な
調
査
を
実
施
し
、

大
規
模
盛
土
造
成
地
の
滑
動
崩
落
の
危

険
性
を
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

大
規
模
盛
土
造
成
地
の
位
置
お
よ

び
調
査
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
ま
た
は
建
築
住
宅
課
（
2
階
�
番

窓
口
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

大
規
模
盛
土
造
成
地
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま
し
た

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
大
規
模
盛
土
造
成
地
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
起

こ
り
う
る
地
震
に
対
す
る
防
災
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
被
害
の
未
然
防
止

や
軽
減
に
つ
な
げ
る
た
め
、「
大
規
模
盛
土
造
成
地
マ
ッ
プ
」
を
公
開
し
ま
し
た
。

大規模盛
も り ど

土造
ぞ う せ い ち

成地とは？

国土交通省は、以下の２種類の盛土造成地を「大規模盛土造成地」としています。

谷埋め型大規模盛土造成地

谷埋め型造成地における滑動崩落 腹付け型造成地における滑動崩落

腹付け型大規模盛土造成地

谷を埋め立てた造成地で、盛土の面積
が 3,000㎡以上のもの

傾斜地に盛土した造成地で、地山（造成
前の原地盤）の勾配が 20 度以上、かつ盛
土の高さが 5m 以上のもの

※国土交通省「大規模盛土造成地の滑動崩落対策推進ガイドライン及び同解説」より

地震が発生すると
滑
かつどう

動崩
ほうらく

落とは？
滑動崩落とは、谷間や山の斜面などにおいて盛土造成されたひとまとまりの宅地が、

地震による大きなゆれによって滑ったり崩れたりする現象のことです。

※国土交通省「大規模盛土造成地の滑動崩落対策推進ガイドライン及び同解説」より

盛土 3,000㎡以上

Ｑ＆Ａ よくある質問コーナー
Ｑ 1 大規模盛土造成地と判定された箇所は、危険ということですか？
Ａ 1 大規模盛土造成地と判定された箇所が、必ずしも危険というわけではありません。
 地下水の処理と盛土の締め固めが適切に行われている場合は、安全であると考えられます。

Ｑ 2 大規模盛土造成地と、土砂災害警戒区域は異なるものなのですか？
Ａ 2 そのとおりです。大規模盛土造成地は、一定規模以上の谷埋め型、腹付け型の盛土箇所を
 示したものであり、土砂災害警戒区域とは異なるものです。

Ｑ 3 大規模盛土造成地と判定された土地では、建築物等の建築の際に手続きが必要になりますか？
Ａ 3 大規模盛土造成地内の土地ということで、特別な手続きが必要になることはありません。

問建築住宅課開発調整係　471・2243　672・3569  

◎災害に対する備え、万全ですか？
災害時の被害を少しでも防ぐためには、日ごろから備えることが大切です。この機会に、宅地や住宅

の耐震化のことや、食料の備蓄や防災グッズの準備など、災害に対する備えについて見直してみましょう。

昭和56年5月31日以前に着工した戸建住宅(木造在来工法)の耐震診断が無料で行えます

昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工した木造在来工法の戸建住宅は、旧耐震基準が適用されており、耐震性
に不安があるため、市は無料で耐震診断を行っています。条件を満たす個人所有の住宅の所有者はぜひご
利用ください。

住宅の耐震性の確認・改修の流れ

年代確認 耐震診断 耐震補強工事
の設計 耐震改修工事

耐震診断結果は右表の数値で表され、1.0 未満の場合、中・
大規模の地震の際に倒壊する危険性があるとされています。

その他耐震化に対するさまざまな補助制度があります
（１）昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工した木造在来工法以外の住宅に下記の補助があります。

「耐震診断」に要する費用の３分の２（上限８万９千円）
「耐震設計」に要する費用の３分の２（上限 20 万円）

（２）昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工した個人所有の住宅には、
「補強工事」に要する費用の２分の１（上限 100 万円）を補助します。

※国・県からの補助金による事業となるため、診断の実施は国・県の補助金交付決定後となります。
要件など詳細は市Ｈ

ホームページ

Ｐをご覧いただくか、建築住宅課（2 階�番窓口）まで問い合わせください。
問建築住宅課住宅係　471・2245　672・3569

☚次頁以降に紹介する市の補助金も確認！
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●
補
助
金
額　

購
入
費
の
3
分
の
１

（
上
限
５
０
０
０
円
）。
避
難
行
動
要

支
援
者
ま
た
は
登
録
要
件
に
該
当
す

る
人
が
い
る
世
帯
で
防
災
ラ
ジ
オ
を

購
入
す
る
場
合
は
3
分
の
2
（
上
限

１
万
円
）。

●
補
助
対
象　

本
年
度
中
に
購
入
し

た
次
の
❶
・
❷
の
購
入
額
の
合
計

❶
飲
料
水
（
清
涼
飲
料
水
を
除
く
）

と
食
料
品（
賞
味
期
限
が
１
年
以
上
）

❷
市
指
定
の
防
災
ラ
ジ
オ
（
ラ
ジ
オ

●
補
助
金
額　
対
象
機
器
の
購
入
お
よ

び
設
置
に
要
す
る
費
用
の
2
分
の

１
（
上
限
５
０
０
０
円
）

●
対
象
機
器　
❶
相
手
方
に
録
音
す
る

旨
を
伝
え
、
通
話
を
自
動
録
音
し
、

未
登
録
の
電
話
番
号
か
ら
の
着
信

❶
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額　
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム
お
よ
び
当
該
設
備
の
設
置
に

要
す
る
経
費
の
5
分
の
１
（
上
限

4
万
円
）

●
対
象
機
器　
住
宅
の
屋
根
に
設
置
す

る
不
凍
液
な
ど
を
強
制
的
に
循
環

す
る
太
陽
熱
集
熱
器
と
、
集
め
た

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
蔵
す
る
蓄
熱

槽
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
給
湯
、
冷

●
補
助
対
象
経
費
・
金
額（
同
一
敷
地
に

対
し
て
１
度
限
り
。❶
・
❷
の
併
用
可
）

❶
長
さ
3
㍍
以
上
の
新
た
な
生
垣
設
置

に
関
わ
る
費
用
（
苗
木
、
土
、
肥
料

等
や
造
園
業
者
の
委
託
費
用
含
む
）

の
2
分
の
１
以
内
（
上
限
5
万
円
）

❷
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
し
生
垣
設
置
す

る
場
合
の
撤
去
費
用
（
解
体
、運
搬
、

処
分
費
、
工
事
請
負
費
含
む
）
の
2

分
の
１
以
内
（
上
限
15
万
円
）

●
対
象
者　

新
た
に
生
垣
を
設
置
ま
た

は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
合
わ
せ
新

た
に
生
垣
を
設
置
す
る
、
市
税
を
完

納
し
て
い
る
次
の
要
件
を
満
た
す
市
民

▽
申
請
者
の
居
住
ま
た
は
所
有
・管
理

す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と（
小
規
模
な
店

舗・
事
務
所
と
の
併
用
住
宅
を
含
む
）

▽
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
工
事
が
他

の
補
助
・
補
償
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

●
申
請
（
樹
種
に
要
件
が
あ
り
ま
す
）

申
請
書
は
建
築
住
宅
課
（
2
階
�
番

窓
口
）
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
点
検
に

鉄
筋
探
査
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

鉄
筋
の
有
無
を
確
認
す
る
鉄
筋
探
査
機

を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
貸
出

手
順
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
広
報
あ
づ
み
の
１
月
23
日
号

（
２
８
５
号
）
ま
た
は
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

に
使
う
乾
電
池
、
外
部
ア
ン
テ
ナ
、

設
置
工
事
費
、
代
金
引
換
手
数
料
や

送
料
を
含
む
）

※
❶
・
❷
に
追
加
し
て
、
非
常
持
出
袋
、

懐
中
電
灯
、
応
急
手
当
セ
ッ
ト
、
家

具
の
転
倒
防
止
器
具
な
ど
の
防
災
用

品
も
補
助
対
象
。

●
申
請（
年
度
内
に
同
一
世
帯
１
度
限
り
）

本
年
度
内
に
、
補
助
金
交
付
申
請
書

と
必
要
書
類
を
危
機
管
理
課
（
2
階

東
側
窓
口
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
課

に
対
す
る
注
意
を
促
す
電
話
機
。

❷
電
話
機
に
接
続
す
る
装
置
で
あ

っ
て
、
通
話
の
内
容
を
自
動
的
に

録
音
す
る
も
の
。
ま
た
は
、
被
害

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
の
あ
る
着

信
を
自
動
的
に
切
断
す
る
も
の
。

暖
房
用
等
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

を
有
す
る
も
の

❷
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

●
補
助
金
額　

太
陽
電
池
１
㌗
あ
た

り
3
万
円
（
上
限
12
万
円
）

●
対
象
機
器　

住
宅
の
屋
根
等
へ
の

設
置
に
適
し
た
低
圧
配
電
線
と
逆

潮
流
有
り
で
連
系
し
、
か
つ
、
太

陽
電
池
の
最
大
出
力
値
が
10
㌗
未

満
の
対
象
シ
ス
テ
ム

へ
提
出
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
時
は
印
章
を
持
参
く
だ
さ
い
。

3
日
分
以
上
を
目
安
に
備
蓄
を

大
規
模
災
害
時
に
は
、
食
料
品
の
調
達

に
3
日
以
上
、
水
道
復
旧
に
10
日
以
上

の
時
間
を
要
し
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
家
庭
内
で
最
低
3
日
分
、

で
き
れ
ば
１
週
間
分
の
食
料
品
、
飲
料

水
を
各
家
庭
で
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請　
購
入
し
た
年
度
内
に
申
請
書

と
必
要
書
類
を
地
域
づ
く
り
課（
2
階

4
番
窓
口
）へ
提
出
。申
請
書
は
同
課

窓
口
ま
た
は
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
か
ら
入
手
で
き
ま

す
。詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

❸
住
宅
用
雨
水
貯
留
施
設

●
補
助
金
額　

 設
置
費
用
の
2
分
の

１
（
１
０
０
㍑
以
上
５
０
０
㍑

未
満
の
場
合:

１
基
あ
た
り
上
限

2
万
５
０
０
０
円
、
５
０
０
㍑
以

上
の
場
合:

１
基
あ
た
り
上
限
5
万

円
、
合
併
浄
化
槽
等
か
ら
転
用
す

る
も
の
の
場
合:

上
限
5
万
円
）

●
対
象
施
設　

雨
水
を
貯
留
す
る
た

め
の
構
造
を
も
つ
施
設
で
、
住
宅

の
雨
ど
い
等
に
接
続
し
架
台
等
に

固
定
す
る
も
の

●
申
請　

申
請
書
は
環
境
課
（
2
階

5
番
窓
口
）
ま
た
は
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
か
ら
入

手
で
き
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

～出生・入学・結婚・住宅新築～　人生の節目に記念樹をプレゼントします

●配布期間　5 月 7 日（火）～ 10 月 31（木）（予定）
●対象者　市内に住所を有し、市税を完納してい

る人で、次の記念項目に該当する人　
① 2018年4月1日から2019年3月31日までの期間
▷婚姻した人　▷出生した子の保護者　
▷市内に住宅家屋（店舗併用住宅を含む）を新築（全面

改築を含む）または新築住宅を購入した人（2 本配布）
② 2019 年 4 月以降　
▷小学校へ入学した子の保護者

●申し込み　8 月 31 日（土）までに申請書を建築住宅課（2
階�番窓口）、各支所地域課へ直接または郵送。申請
書は建築住宅課、各支所地域課または市Ｈ

ホームページ

Ｐから入手
できます。5月以降に記念樹等交換券（取扱店一覧同封）
を送付します。取扱店へ交換券を持参し、苗木と用土
を受け取ってください。植栽後１カ月以内に写真を添
付の上、報告書を提出してください。

●提出先　〒 399-8281（住所記載不要）建築住宅課宛
問建築住宅課建築景観係　471・2242　672・3569

①
防
災
用
品
購
入
補
助
金

②
特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止

　

対
策
機
器
購
入
補
助
金

③
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
雨
水
資
源
化
機
器
等
の
設
置
費
用
助
成

④
生
垣
設
置
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
費
用
助
成

問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
担
当

71
・
２
１
１
９　

72
・
６
７
３
９

問（
❶
・
❷
に
つ
い
て
）環
境
課
環
境
政
策
係

71
・
２
４
９
２　

72
・
３
１
７
６

（
❸
に
つ
い
て
）
環
境
課
環
境
保
全
担
当

71
・
２
４
９
１　

72
・
３
１
７
６

問
地
域
づ
く
り
課
生
活
安
全
係

71
・
２
４
９
５　

72
・
３
１
７
６

問
建
築
住
宅
課
建
築
景
観
係

71
・
２
２
４
２　

72
・
３
５
６
９

防
災
用
品
の
購
入
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
本
年
度
が
事
業
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止
対
策
機
能
の
あ
る
固
定
電
話
機
等
の
購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
や
資
源
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
申
請
者
本
人
が
住
む
市
内
の
住
宅
へ
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
や
雨
水
の
資
源
化
機
器
等
の
設
置
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
補
助
額
に
限
り
が
あ
る
た
め
、早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

住
宅
地
の
緑
化
促
進
と
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
生
垣
設
置
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

ご利用
ください

各種
補助制度

※
❶
・
❷
は
着
工
２
週
間
前
、
❸
は
着
工

前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※申請方法や必要書類など詳細は担当課に確認してください。



イベントガイドinformation
凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ　休休館日

※特に記載のない場合、申込時間は開館（開庁）日の午前 9 時から午後５時まで。入館料等詳細は各施設まで。

2021 広報あづみの　2019.4.17 2019.4.17　広報あづみの

世
界
を
巡
る
料
理
教
室
⑤　

～
イ
ン
ド
料
理
編
～

ス
パ
イ
ス
か
ら
作
る
カ
レ
ー
2
種
、

鶏
の
唐
揚
げ
タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
風
な

ど
を
作
り
ま
す
。

日
5
月
16
日
（
木
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
穂
高
会
館
調
理
実
習
室

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

講
安
井
邦
夫
さ
ん
（
明
科
公
民
館
長
）

費
１
０
０
０
円　

定
20
人
（
抽
選
）

申
4
月
25
日
（
木
）・
26
日
（
金
）
に

穂
高
会
館
へ
電
話
で

気
軽
に
フ
ラ
ダ
ン
ス

ハ
ワ
イ
ア
ン
ソ
ン
グ
に
癒
さ
れ
な
が

ら
一
緒
に
楽
し
く
踊
り
ま
せ
ん
か
。 

日
5
月
20
日
（
月
）、6
月
3
日
（
月
）・

17
日
（
月
）、
7
月
１
日
（
月
）・
12

日
（
金
）【
全
5
回
】

午
前
10
時
～
正
午

場
穂
高
会
館
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ル
ー
ム

対
市
内
在
住
・
在
勤
者
（
初
心
者
・
子

ど
も
連
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

講
宮
澤
咲
子
さ
ん
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

プ
メ
ハ
ナ
代
表
）

費
１
０
０
０
円　

定
30
人
（
抽
選
）

申
4
月
23
日
（
火
）・
24
日
（
水
）
に

月
い
ち
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ッ
チ

初
心
者
で
も
楽
し
め
る
「
ワ
ン
バ
ウ

ン
ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
の

試
合
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
の
参
加
者

で
チ
ー
ム
を
作
り
交
流
を
深
め
ま
す
。

日
２
０
２
０
年
3
月
ま
で
の
毎
月
第
１

水
曜
日
（
5
月
・
１
月
は
第
2
水
曜

日
）
午
後
7
時
～
9
時

場
明
科
体
育
館

持
運
動
が
で
き
る
服
装
、
運
動
靴
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物 

な
ど

申
不
要（
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

明
科
の
食
を
食
べ
つ
く
す
料
理
講
座

明
科
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
料
理
を
作
り
ま
す
。

日
5
月
9
日
（
木
）

穂
高
会
館
へ
電
話
で

黒
斑
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
自
然
観
察
会

浅
間
山
外
輪
山
の
黒
斑
山
を
登
り
、

雄
大
な
眺
め
や
緑
あ
ふ
れ
る
湯
ノ
平
高

原
の
自
然
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

日
5
月
28
日（
火
）午
前
6
時
10
分
～
午

後
6
時［
予
備
日
：
6
月
13
日（
木
）］

場
穂
高
会
館
駐
車
場
（
集
合
）

内
登
山
口
・
下
山
口
ま
で
バ
ス
で
送
迎
。

黒
斑
山
ま
で
自
然
観
察
を
し
な
が
ら

約
3
時
間
の
登
山
。
湯
ノ
平
経
由
・

浅
間
山
荘
ま
で
約
3
時
間
の
下
山
。

対
市
内
在
住
・
在
勤
者
（
昨
年
本
講
座

に
参
加
し
た
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）

講
松
田
貴
子
さ
ん（
豊
科
郷
土
博
物
館
）

費
１
０
０
０
円　

定
20
人
（
抽
選
）

申
4
月
24
日
（
水
）・
25
日
（
木
）
に

穂
高
公
民
館
へ
電
話
で

安
曇
野
に
春
を
告
げ
る
常
念
坊
と

伝
承
文
化
の
信
濃
の
雪
形

農
事
歴
と
し
て
見
立
て
ら
れ
た
信
州

の
「
雪
形
」
を
、
写
真
と
図
解
で
紹
介

し
、
雪
形
と
と
も
に
生
き
た
先
人
た
ち

の
心
に
迫
り
ま
す
。

日
5
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
～
3
時

場
堀
金
公
民
館
会
議
室
１

講
丸
山
祥
司
さ
ん
（
自
然
写
真
家
・
Ｍ

Ｇ
プ
レ
ス
記
者
）

費
無
料　

申
不
要

　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
明
科
公
民
館
調
理
実
習
室

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

講
高
橋
清
美
さ
ん
（
前
松
本
広
域
調
理

師
会
会
長
）

費
１
０
０
０
円　

定
20
人
（
先
着
順
）

持
料
理
を
持
ち
帰
り
で
き
る
容
器

申
4
月
22
日
（
月
）・
23
日
（
火
）
に

明
科
公
民
館
へ
電
話
で

明
科
公
民
館
健
康
づ
く
り
講
座

～
フ
ァ
イ
ブ
コ
グ
検
査
の
結
果
か
ら
～

4
月
17
日
に
行
っ
た
フ
ァ
イ
ブ
コ
グ

検
査
の
結
果
解
説
を
行
い
、
認
知
症
予

防
・
介
護
予
防
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

日
5
月
21
日
（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

場
明
科
公
民
館
講
堂　

対
ど
な
た
で
も

講
市
介
護
保
険
課
職
員

費
無
料　

申
不
要　

拾
ケ
堰
フ
ッ
ト
パ
ス

拾
ケ
堰
沿
い
の
約
9
㎞
区
間
を
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
で
巡
り
、
そ
の
歴
史
を
学
び

ま
す
。（
一
部
バ
ス
移
動
）

日
5
月
11
日
（
土
）
午
前
7
時
50
分
～

正
午
（
雨
天
時
は
翌
12
日
に
延
期
）

場
堀
金
支
所（
集
合
）　

定
20
人（
抽
選
）

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
。
小
学

3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

申
4
月
22
日
（
月
）
か
ら
25
日
（
木
）

に
堀
金
公
民
館
へ
電
話
で

第
56
回
童
謡
祭
り
お
よ
び

作
詞
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

「
め
え
め
え
児
山
羊
」
の
作
詞
者
・

藤
森
秀
夫
（
詩
人
・
ド
イ
ツ
文
学
者
・

豊
科
出
身
）
の
業
績
を
顕
彰
し
、
童
謡

祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

日
5
月
5
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
▽
第
38
回
作
詞
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
・
最
優
秀
曲
の
披
露

▽
地
元
演
奏　

豊
科
地
域
認
定
こ
ど

も
園
の
園
児
、
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会

に
よ
る
演
奏

▽
招
待
演
奏　

山
本
知
佳
さ
ん
（
声

楽
家
・
堀
金
出
身
）
と
堀
金
小
学
校

合
唱
部
に
よ
る
コ
ラ
ボ
演
奏 

ほ
か

費
無
料　

申
不
要

明
科
の
魅
力
再
発
見
講
座

～
篠
ノ
井
線
と
廃
線
敷
の
楽
し
み
方
～

塩
尻
か
ら
篠
ノ
井
ま
で
各
駅
の
魅
力

や
明
科
廃
線
敷
の
楽
し
み
方
を
解
説
し

ま
す
。
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
は
、
Ｄ
51
や

篠
ノ
井
線
の
写
真
展
示
も
行
い
ま
す
。

日
5
月
23
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

場
明
科
公
民
館
講
堂　

 

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

講
潮
沢
ロマ
ン
の
会　

費
無
料　

申
不
要

明
科
公
民
館
講
座

ワ
イ
ン
と
音
楽
の
夕
べ

明
科
天
王
原
の
ブ
ド
ウ
で
作
ら
れ
た

ワ
イ
ン
の
試
飲
・
食
事
を
し
な
が
ら
、

講
演
会
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
食
事
の
み
の
参
加
も
で
き
ま

す
。

日
5
月
31
日
（
金
）

▽
講
演
会
（
午
後
5
時
～
6
時
）

「
長
野
県
産
ワ
イ
ン
の
未
来
と
日
本

食
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」　

【
講
師
】花
岡
純
也
さ
ん（
ソ
ム
リ
エ
）

▽
ワ
イ
ン
の
試
飲
・
食
事
会
、
ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト（
午
後
6
時
～
8
時
） 

【
出
演
】
モ
ダ
ン
・
デ
ュ
ー
ク
ス

場
明
科
公
民
館
講
堂

費
２
０
０
０
円
（
食
事
の
み
の
場
合

６
０
０
円
、
グ
ラ
ス
5
杯
目
か
ら
は

追
加
料
金
５
０
０
円
）

定
50
人
（
先
着
順
）

申
5
月
20
日
（
月
）・
21
日
（
火
）
に

明
科
公
民
館
へ
電
話
で

ワ
イ
ン
を
試
飲
す
る
人
は
車
以
外
の

交
通
手
段
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

共
催　

明
科
い
い
ま
ち
つ
く
ろ
う
か
い
‼

信州安曇野「北アルプスパノラマ銀座」山岳フェスタ 2019

安曇野あかしな農産物加工交流ひろば
「えべや」の催し

安曇野産そば粉を使ったそば打ち体験教室

安曇野さんぽ市
　北アルプスの魅力と安全な登山を呼び掛けるため、山岳フェスタ 2019 を開催します。
日 5 月 18 日（土）・19 日（日）両日とも午前 10 時～午後 5 時　場安曇野スイス村サンモリッツ（豊科南穂高）
内▷山岳講座（中ホール）　

アウトドア・スタイルクリエーター四
よ す み

角友里さんによる講座を
はじめ、気象・救急など登山に役立つ山岳講座を開催します。
▷展示販売・パネル展示など（大ホール）
アウトドアショップ・メーカーによる展示販売や中嶋豊さん
著『信州山歩き地図』のパネル展示など

費無料　申不要　主催　市山岳観光推進実行委員会
問観光交流促進課観光交流促進担当　471・2053　672・1340

穂
高
公
民
館

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

堀
金
公
民
館

72
・
５
７
９
６ 

72
・
４
９
０
０

明
科
公
民
館

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

豊
科
公
民
館

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

公
民
館

昨年の山岳フェスタの様子

おもてなしプレート
黒豆寿司アヤメ揚げ等づくり

日 5 月 8 日（水）・22 日（水）
　午前 10 時～午後１時
費 1,500 円　定 15 人

お茶にえべや「お抹茶体験」
日 5 月 17 日（金）午後１時 30 分～ 3 時
費 600 円　定 8 人　持ふくさ（ある人）
安曇野産木材を使ったマイ椅子づくり
日 5 月 18 日（土）午前 10 時～午後１時
費 1,800 円　定 15 人

【共通事項】
場「えべや」講えべや組合員ほか
対市内在住者（子供同伴可）
申 4月23日（火）から「えべや」へ電話で
（488・6275 火～日曜日の午前 9 時～正午）

問農政課マーケティング担当
471・2430　671・2507

自分で打ったそば（１臼 700g・約７人前）
をお持ち帰りいただきます。
日 5 月 17 日（金）①午後 2 時～ 3 時 15 分
　②午後 3 時 15 分～ 4 時 30 分　　　
場信州安曇野そばの郷（三郷温）　
対どなたでも　講信州そば道場講師　
費 1,500 円　定 8 人（先着順）
申 4 月 22 日（月）から 5 月 12 日（日）に信州

安曇野そばの郷へ電話で（431・5412
受付は午前 10 時～午後 5 時）

問農政課農業政策係 471・2427 671・2507

市内を拠点に活躍しているものづくり作
家を中心に、ワークショップや展示販売を
行います。
日 5 月 18 日（土）・19 日（日）

▷ 18 日 午前 10 時～午後 5 時
▷ 19 日 午前 10 時～午後 3 時

場穂高交流学習センター「みらい」
交流広場 ほか

問「みらい」484・0111　684・0116



イベントガイドinformation
凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ　休休館日

※特に記載のない場合、申込時間は開館（開庁）日の午前 9 時から午後５時まで。入館料等詳細は各施設まで。
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企
画
展
「
改
元
に
見
る
市
民
生
活
」

明
治
以
降
の
天
皇
代
替
わ
り
や
改
元

に
関
わ
っ
て
行
わ
れ
た
行
事
・
市
民
生

活
の
姿
を
、
行
政
文
書
や
学
校
日
誌
な

ど
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

日
4
月
28
日
（
日
）
～
7
月
31
日
（
水
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
文
書
館
閲
覧
コ
ー
ナ
ー　

費
無
料

休
土
曜
日
、
祝
日
（
4
月
29
日
（
月
）、

30
日
（
火
）、
5
月
6
日
（
月
）
は

臨
時
開
館
）

◆
企
画
展
関
連
講
座

①
年
号
と
暦
の
戦
国
時
代

　

～
甲
信
地
方
を
中
心
に
～

日
5
月
19
日
（
日
）

講
逸
見
大
悟
さ
ん
（
市
文
化
課
）

②
学
校
日
誌
か
ら
見
る
天
皇
代
替
わ
り

日
5
月
26
日
（
日
）

講
平
沢
重
人
さ
ん
（
文
書
館
館
長
）

【
①
②
共
通
事
項
】

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

場
文
書
館
講
義
室　

費
無
料

定
30
人
（
先
着
順
）

申
4
月
22
日
（
月
）
か
ら
文
書
館
へ
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
い
ず

れ
か
の
方
法
で

【
特
別
展
・
企
画
展
共
通
事
項
】

日
４
月
27
日
（
土
）
～
6
月
2
日
（
日
）

費
入
館
料　

一
般
６
０
０
円
、高
校
生
・

大
学
生
４
０
０
円

休
5
月
7
日
（
火
）、
13
日
（
月
）、
20

日
（
月
）、
27
日
（
月
）

春
の
特
別
展 

「
千
田
泰
広
展
」

光
や
音
の
体
験
型
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
会
場
で
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

常
設
企
画
展 

「
安
曇
野
モ
ダ
ン
2
展
」

「
木
村
辰
彦
展
」

安
曇
野
ゆ
か
り
の
作
家
作
品
と
新
た

に
収
蔵
お
よ
び
修
復
し
た
木
村
辰
彦
作

講
演 

「
近
現
代
に
お
け
る
天
皇
制
と
は

～
明
治
維
新
か
ら
令
和
に
至
る
ま
で
～
」

明
治
か
ら
現
在
ま
で
の
天
皇
制
の
在

り
方
の
変
遷
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

日
5
月
6
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

場
堀
金
公
民
館
講
堂

講
瀬
畑
源
さ
ん（
成
城
大
学
非
常
勤
講
師
）

費
無
料　

申
不
要

人
生
新
た
な
る
挑
戦
‼
古
文
書
講
座

古
文
書
の
基
本
を
学
び
、「
赤あ
か
み
の
だ
ん

簔
談
」

を
読
み
解
き
な
が
ら
「
貞
享
騒
動
」
と

の
相
違
点
に
せ
ま
り
ま
す
。

日
6
月
１
日
・
15
日
、
7
月
6
日
・
27

日
、
9
月
14
日
・
28
日
、
10
月
12
日
・

26
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
・
全
8
回
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

場
記
念
館
研
修
室

講
青
木
教
司
さ
ん
（
元
松
本
城
管
理
事

務
所
研
究
専
門
員
）

費
無
料
（
別
途
資
料
代
）

定
30
人
（
先
着
順
）

申
4
月
23
日
（
火
）
か
ら
記
念
館
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

墨
友
会 

水
墨
画
作
品
展

墨
友
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
描
い

た
、
水
墨
画
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
5
月
8
日
（
水
）
～
19
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
初
日
は
正

品
を
展
示
し
ま
す
。

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

加
々
美
豊
さ
ん
・
森
本
啓
子
さ
ん
と
話
そ
う

日
4
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

常
設
展
作
品
解
説

申
会
期
中
随
時
（
所
要
時
間 

15
分
～
）

母
の
日
の
ア
レ
ン
ジ
づ
く
り

日
5
月
12
日
（
日
）

①
親
子
参
加　

午
前
10
時
～
正
午

②
大
人
（
中
学
生
以
上
）
の
み　

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

講
今
溝
明
子
さ
ん

費
２
８
０
０
円
（
①
は
ド
リ
ン
ク
、
②

は
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
付
）

定
①
親
子
10
組
（
2
人
一
組
・
先
着
順
）

②
大
人
10
人
（
先
着
順
）

持
生
花
用
は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、
作
品

を
入
れ
る
袋

申
4
月
23
日
（
火
）
～
5
月
6
日
（
月
）

に
美
術
館
へ
事
前
に
電
話
の
上
、
参

加
費
を
美
術
館
窓
口
へ
直
接
。

扇
子
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
5
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

対
小
学
生（
保
護
者
も
参
加
で
き
ま
す
）

費
２
０
０
０
円　

定
20
人
（
先
着
順
）

講
竹
内
勲
さ
ん
・
奥
原
美
智
子
さ
ん

午
か
ら
、
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

場
記
念
館
企
画
展
示
室

費
無
料
（
常
設
展
は
有
料
） 

休
月
曜
日

第
35
回
友
の
会
山
草
サ
ク
ラ
ソ
ウ
展

友
の
会
山
草
部
の
皆
さ
ん
が
育
て

た
可
憐
な
草
花
、
高
山
植
物
な
ど
約

１
０
０
鉢
を
展
示
し
ま
す
。

日
5
月
3
日
（
金
）
～
6
日
（
月
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
入
館
は
午

後
4
時
30
分
ま
で
）

場
博
物
館
2
階
学
習
室　

費
要
入
館
料

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

館
内
燻く
ん
じ
ょ
う蒸（
収
蔵
資
料
の
防
虫
）
作

業
の
た
め
、
次
の
期
間
を
臨
時
休
業
し

ま
す
。

日
5
月
28
日
（
火
）
～
31
日
（
金
）

第
15
回
友
の
会
会
員
展

美
術
館
友
の
会
会
員
の
絵
画
・
工
芸
・

彫
刻
・
写
真
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

日
5
月
18
日
（
土
）
～
6
月
2
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
最
終
日
は

午
後
3
時
ま
で
）

場
美
術
館
主
屋
、
水
辺
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

費
無
料
（
本
館
展
示
室
は
有
料
）

休
月
曜
日

申
4
月
23
日
（
火
）
か
ら
美
術
館
へ
事

前
に
電
話
の
上
、
参
加
費
を
美
術
館

窓
口
へ
直
接
。

応
募
作
品
は
７
月
に
開
催
さ
れ
る

「
第
２
回
安
曇
野
涼
風
扇
子
公
募
展

～
ス
エ
ヒ
ロ
ア
ー
ト
～
」
に
展
示
予

定
で
す
。

田
淵
行
男
細
密
画
展

山
岳
写
真
家
で
蝶
の
生
態
研
究
家
と

し
て
も
知
ら
れ
る
作
者
が
描
い
た
蝶
の

細
密
画
の
原
画
を
展
示
し
ま
す
。

日
4
月
23
日
（
火
）
～
9
月
１
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
期
間
中
に
作
品
の
入
れ
替
え
を
行
い

ま
す
。

場
記
念
館
地
階
展
示
室

費
要
入
館
料

休
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日
（
4
月
27
日
～
5
月
6

日
は
開
館
）

お
す
す
め
の
一
冊

異
常
気
象
の
サ
バ
イ
バ
ル

ゴ
ム
ド
リco.

／
著　

韓
賢
東
／
絵

紹介する人

降
ふりはた

籏　健
け ん し

司さん
（豊科）

サ
バ
イ
バ
ル
シ
リ
ー
ズ
は
た
く
さ
ん

出
て
い
ま
す
が
全
部
読
み
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
興
味
が
あ
っ
て
何
度
も
読
み

返
し
て
い
る
も
の
が
「
異
常
気
象
の
サ

バ
イ
バ
ル
」
で
す
。
ジ
オ
、
ド
ン
ギ
ョ

ン
、
ケ
ン
ジ
の
3
人
が
、
砂
嵐
・
山
火

事
・
緑
潮
な
ど
に
遭
遇
す
る
中
で
、
サ

バ
イ
バ
ル
の
基
本
的
知
識
や
サ
バ
イ
バ

ル
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
、
危
険
を
脱
出
す

る
と
い
う
か
っ
こ
い
い
お
話
で
す
。

今
、
世
の
中
は
地
球
温
暖
化
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
原
因
は
人
間
の
行
動
に

よ
っ
て
起
き
た
も
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

解
決
す
る
た
め
に
は
、
僕
た
ち
の
未
来

の
地
球
を
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
、
何
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か

を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
一
人
で
は
解
決
で
き
な

く
て
も
、
み
ん
な
が
一
緒
に
考
え
て
同

じ
方
向
を
向
く
こ
と
が
大
事
だ
と
知
り

ま
し
た
。
僕
は
、
な
る
べ
く
エ
ア
コ
ン

を
使
わ
な
い
こ
と
で
、
地
球
を
守
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
85

文
化
課
博
物
館
係

71
・
２
４
６
５ 

71
・
２
３
３
８

年
号
が
彫
ら
れ
た
道
祖
神
碑

５
月
か
ら
新
元
号
「
令
和
」
が
使
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
以
前
は
、
天
皇
一
代
に
一
つ
の

年
号
が
使
用
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
め
で
た

い
こ
と
や
災
害
な
ど
を
理
由
に
改
元
が
行
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
60
年
に
一

度
め
ぐ
っ
て
く
る
甲き

の
え
ね子
と
辛か
の
と
と
り酉
の
年
に
は
世

の
中
に
大
き
な
変
革
が
起
こ
る
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
朝
廷
で
改
元
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
に
点
在
す
る
道
祖
神
碑
な
ど
の
石
造

物
は
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
も
多
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
年
号
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
述

の
甲
子
や
辛
酉
の
年
に
改
元
さ
れ
た
年
号
も

見
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
道
祖
神
碑
や
庚
申

塔
、
馬
頭
観
音
像
な
ど
の
石
造
物
に
は
、
ど

ん
な
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

４
月
28
日
か
ら
は
市
文
書
館
で
企
画
展
「
改

元
に
見
る
市
民
生
活
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文
書
館71

・
５
１
２
３ 

71
・
５
１
２
７

mbunshokan@
city.azum

ino.nagano.jp

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

文
化
施
設

関連イベント 日時 講師・その他
【オープニングトーク】
「旅する作品　言葉と国を
越えて」

4月30日（火）
午後1時～2時

千田泰広さん・金井直
さん（信州大学人文学
部教授）

ナイトミュージアム 5月4日（土）・5日（日）
午後5時～9時 －

【シンポジウム】
千田泰広×学芸員たち

「美術の進化と深化　インス
タレーション作品を通して」

5月5日（日）
午後6時～7時

千田泰広さん・渋田見彰
さん・武井敏さん・美術
館学芸員

【工作ワークショップ】
ＭＹ北アルプスを作ろう

5月4日（土）
午後1時～2時

対象：小学生～
※要申込

【工作ワークショップ】
ＭＹ大カエデを作ろう

5月5日（日）
午後1時～2時

対象：小学生高学年～
※要申込

●関連イベント（要入館料）

「
元
治
元
年
甲
子
」（
１
８
６
４
）の
年
号
が
彫
ら
れ
た
道

祖
神
碑（
柏
矢
郵
便
局
の
北
方
50
ｍ
付
近
に
あ
り
ま
す
）

ヒメギフチョウ



information イベントガイド

凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ　休休館日

※特に記載のない場合、申込時間は開館（開庁）日の午前 9 時から午後５時まで。入館料等詳細は各施設まで。

2425 広報あづみの　2019.4.17 2019.4.17　広報あづみの

信
州
花
フ
ェ
ス
タ
連
携
企
画

花
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
作
り

お
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
、
開
く
と

飛
び
出
す
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。

日
5
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
～

場
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

対
小
学
3
年
生
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

費
無
料　

定
15
組
（
先
着
順
）

申
4
月
27
日
（
土
）
か
ら
中
央
図
書
館

窓
口
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

子
ど
も
も
楽
し
め
る
落
語

人
の
温
も
り
、優
し
さ
を
テ
ー
マ
に
、

ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家
・
善よ
し
て
い亭
穴あ
な
た太
さ
ん

の
落
語
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
5
月
12
日
（
日
）
午
後
2
時
～
3
時

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
が
始
ま
り
ま
す

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
家
庭
で

の
読
み
聞
か
せ
定
着
を
願
い
、
2
歳
児

健
康
相
談
の
各
会
場
で
絵
本
を
贈
る
セ

カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
を
行
い
ま
す
。

対
平
成
29
年
4
月
以
降
に
生
ま
れ
た
2

歳
健
康
相
談
対
象
者

内
受
取
方
法　

健
康
相
談
受
付
で
配
布

す
る
引
換
券
を
受
付
隣
の
絵
本
配
布

場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

配
布
絵
本
（
次
の
う
ち
１
冊
）

し
ろ
く
ま
ち
ゃ
ん
の
ほ
っ
と
け
ー

き
、
せ
ん
ろ
は
つ
づ
く
、
ね
な
い
こ

だ
れ
だ
、
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
、
わ

た
し
の
ワ
ン
ピ
ー
ス

場
明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
学
習
施

設
「
ひ
ま
わ
り
」
2
階
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル

対
小
学
生
以
上

出
演　

善
亭
穴
太
さ
ん
（
八
坂
小
学
校

教
頭
・
矢
口
高
士
さ
ん
）

費
無
料 

定
60
人
（
先
着
順
）　

申
不
要

信
州
花
フ
ェ
ス
タ
連
携
企
画

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
「
バ
ラ
の
小
箱
」

簡
単
に
で
き
る
小
箱
に
バ
ラ
を
作
っ

て
飾
り
ま
し
ょ
う
。

日
5
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

場
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

学
習
室

対
小
学
生
以
上
（
小
学
3
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

費
無
料　

定
20
人（
先
着
順
。
１
家
族
3
人
ま
で
）

申
4
月
23
日
（
火
）
か
ら
豊
科
図
書
館

へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
（
受
付
は
午

前
10
時
～
午
後
6
時
）

図
書
袋
運
動

図
書
館
資
料
の
保
護
の
た
め
、
来
館

時
に
本
を
入
れ
る
袋
を
持
参
す
る
運
動

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て

図
書
袋
に
関
す
る
企
画
を
行
い
ま
す
。

企
画
①　

図
書
袋
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

学
校
で
使
わ
れ
て
い
る
長
野
県
独
自

の
図
書
袋
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
変
遷
を
た
ど
り
ま
す
。

期
4
月
24
日
（
水
）
～
6
月
2
日
（
日
）

申
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
の
上
、
文
化
課

図
書
館
係
（
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
「
み
ら
い
」
内
）
へ
直
接
・
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ
か

の
方
法
で
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
各
図
書

館
窓
口
ま
た
は
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。

提
〒
３
９
９‐８
３
０
３ 

安
曇
野
市
穂
高

６
７
６
５
‐
2 

文
化
課
図
書
館
係
宛

9
月
開
催
の
図
書
館
フ
ェ
ス
タ
で
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
発
表
し
ま
す
。

企
画
②　

図
書
袋
写
真
展
開
催

図
書
袋
の
撮
影
に
協
力
い
た
だ
い
た

来
館
者
の
写
真
を
、
秋
の
読
書
週
間
中

に
各
図
書
館
に
展
示
し
ま
す
。

期
10
月
26
日
（
土
）
～
11
月
10
日
（
日
）

郷
土
巡
回
企
画　

「
あ
の
時
代
を
生
き
た
人
々
」

第
2
次
世
界
大
戦
の
長
野
県
の
戦
時

下
と
、
そ
の
時
代
を
生
き
た
安
曇
野
ゆ

か
り
の
人
物
の
関
連
図
書
を
紹
介
展
示

し
ま
す
。

日
市
内
図
書
館
を
約
１
カ
月
ご
と
巡
回

▽
豊
科
図
書
館 

3
月
30
日（
土
）～

「
飯
沼
正
明
＆
長
谷
川
清
登
」

▽
中
央
図
書
館 

3
月
30
日（
土
）～

「
長
野
の
戦
争
」

※
そ
の
後
、
順
次
各
館
を
回
り
ま
す
。

信
州
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
連
携
企
画

4
月
25
日（
木
）か
ら
6
月
16
日（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
る
信
州
花
フ
ェ
ス
タ
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、市
内
図
書
館
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
行
い
ま
す
。

企
画
①　

花
や
緑
の
企
画
展
示

各
館
に
花
や
緑
に
関
す
る
書
籍
を
展

示
、
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

企
画
②　

イ
ン
ス
タ
フ
レ
ー
ム
で

　

ぽ
ぽ
ん
と
写
真
を
撮
ろ
う
！

市
図
書
館
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ぽ
ぽ
ん
」

の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
風
フ
レ
ー
ム
で
写

真
撮
影
が
で
き
る
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を

各
館
に
設
置
し
ま
す
。

企
画
③　

ス
ペ
シ
ャ
ル
お
話
会

毎
月
行
わ
れ
て
い
る
乳
幼
児
、
幼
児

向
け
お
話
会
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し

て
、
花
や
緑
を
テ
ー
マ
に
お
届
け
し
ま

す
。（
日
程
は
各
館
で
別
途
お
知
ら
せ
）

中央図書館映画上映会（入場無料）
『シラノ・ド・ベルジュラック』

＜上映時間：113 分＞
●日時　10日（金）開場18：00 上映18：30～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」

多目的交流ホール

ドキドキ・ワクワクおはなし会
◇中央図書館
　おはなしのとびら　おはなしのへや
　8・15・22・29 日（各水曜日）
　　　　　10：30 ～（乳幼児対象）

　さんぽ市おはなし会 「みらい」多目的交流ホール
　18 日（土）11：00 ～（幼児以上対象）

◇豊科図書館
　ちいさいたんぽぽ　多目的室
　17 日（金）11：00 ～（乳幼児対象）

　おはなしたんぽぽ　多目的室
　17 日（金）16：30 ～（幼児以上対象）

◇三郷図書館　
　ポケットの会　おはなしコーナー
　11 日（土）10：30 ～（乳幼児以上対象）

おはなしの会　おはなしコーナー
　28 日（火）11：00 ～（乳幼児以上対象）

◇堀金図書館　
　おはなしのへや　絵本コーナー
　21 日（火）10：30 ～（乳幼児対象）

　おりがみのへや　絵本コーナー
　29 日（水）16：30 ～（幼児以上対象）

◇明科図書館　
　おはなし会　おはなしのへや
　25 日（土）11：00 ～（乳幼児以上対象）

5 月の休館日（全館共通）
7・13・20・27・31 日

5月の図書館イベント

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

明
科
図
書
館

62
・
１
１
２
２ 

62
・
１
１
２
４

図
書
館
共
通
の
催
し中

央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

mazumino-library@
city.azumino.nagano.jp

図
書
館

各 種 情 報 コ ー ナ ー
他公共団体・後援団体などから寄せられた情報を掲載しています。
詳細は主催者に問い合わせください。

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

パッチワーク作品展

健康体操や手芸を中心に活動
する「つくしの会」会員が、
創意工夫を凝らして完成させ
たパッチワーク作品を展示し
ます。

日 4 月 22 日（月）
　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
場社会福祉協議会穂高支所集会室

費無料 問つくしの会 藤田さんへ電
話で　483・7273

【市体育協会】
初心者向け太極拳教室
 （春季教室）

頭も体も使う武術太極拳を始
めてみませんか。心身共に健
康づくりに役立ちます。

日 5月8日～6月19日　毎週水曜日 
　午後 1 時～ 2 時【全 7 回】
場豊科武道館剣道場

対初心者　
定 20 人（要申込）
費 2,000 円（全 7 回）
持上履き（底が柔らかい

物）、飲み物、タオル

申４月 17 日（水）～ 5 月
４日（土）小林通江さんへ
電話で　

　472・2006　
　市体協事務局でも受け付け

ます。
　488・3516

【市体育協会】
穂高マレットゴルフ初心者
講習会

年齢に関係なく、同好者との
交流を楽しみながら体力の向
上を図れるマレットゴルフを
始めませんか。初心者のため
の講習会です。

日 6 月 1 日（土）・3 日（月）・5 日（水）
午後１時～３時【全３回】

場１日…穂高会館第３会議室
３日・5 日…権現宮マレットゴ
ルフ場

対初心者
定 20 人（要申込）
費 1,000 円
持筆記用具、ボール・ス

ティック（貸し出し有
り）

申 5 月 1 日（水）～ 31 日
（金）の午前中に権現宮マ
レットゴルフ場へ電話で
482・0097

　市体協事務局でも受け付
けます。　

　488・3516
問山本尚武さん 482・7124

【ポリテクセンター松本】
公共職業訓練受講生

（6 月生）募集

CAD/NC技術科・金属加工科・
電気設備技術科・機械 NC 技
術科の受講生を募集します。
受講指示を受けた人は、雇用
保険や通所手当を受給するこ
とができます。

日【訓練期間】6 月 7 日（金）～
12 月 25 日（水）

【選考日】５月 23 日（木）午前９
時 15 分～

【施設見学会】火曜日午後１時 30
分から無料で実施。雇用保険受
給中の人は就職活動として認め
られます。

場ポリテクセンター松本（松本市
寿北 7-17-1）

対求職者（ハローワーク
に求職申し込みをして
いる人）

定 12 ～ 15 人
費無料（教科書、作業服

などは除く）

申 5 月 16 日（木）までに
申込書をハローワーク松
本に提出。

問ポリテクセンター松本
　458・3392

作製するポップアップカード

作製するバラの小箱

豊
科
図
書
館
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5月（May）の予定
5 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

介護相談　　　　�平日 8：30 ～ 17：00　

�問中央地域包括支援センター（℡72-9986・FAX71-2503）
�問北部地域包括支援センター（℡81-0760・FAX88-3711）
�問南部地域包括支援センター（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･ひとり親家庭･女性の相談 要予約

毎週月～金曜日　� 8：30 ～ 17：15　※1～6日は行いません
�問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

消費生活相談　�平日8:30～17:15 （相談受付は16：00まで）

�問消費生活センター（市役所 2 階）（℡71-2100・FAX72-3176）
※個人事業者、法人からの相談はお受けできません。
※消費者ホットライン（局番なし）188 番「嫌や！（イヤヤ！）」

5月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

９日（木） �市役所 4 階　会議室 402　※生活相談も含む

９日（木） �市役所 3 階　相談室 311

労働に関する相談　　　

17日（金） �市役所3階　相談室312　※ 40 歳代前半まで
※ 1 回の相談時間 50 分で 3 枠。予約は前日の正午まで。

28日（火） � 10:00～15:00　�市役所3階　相談室312
申しおじり若者サポートステーション（℡54-6155・FAX87-1375）
※ 15 ～ 39 歳までの人とその家族が対象です。

20日（月） �市役所2階　相談室211
※ 1 回の相談時間 30 分で 3 枠。予約は10日（金）8：30～12：00（先着順）

問地域づくり課まちづくり推進係（℡71-2494・FAX 72-3176）

子どもと親の相談電話　� 9:00 ～ 17:00

毎週月～金曜日　※ 1 ～ 6 日は行いません

�問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX72-2204）
※学校での交友関係やいじめ、ネットトラブル、不登校、発達障害など子

育てや教育に関する相談など。まずはお電話ください。

23日（木）　�13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
�市役所 2 階　相談室 211・212
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※予約受付は、開催日の2日前まで（平日10：00～16：00）

行政書士による無料相談   要予約

22日（水）　定６人（先着順）　※予約受付15日（水）9：00～12：00
�13：30～16：40　※ひとり30分　�市役所 2 階　相談室 211
問地域づくり課　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）

司法書士による登記・法律無料相談   要予約

心配ごと相談（★は行政相談委員による相談を同時開催）

7日（火）・★ 21日（火） � 13：00～16：00
�問穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
9日（木）・★ 26日（日） � 13：00～16：00
�問三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
10日（金）・★ 24日（金） � 13：00～16：00
�問明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
11日（土）・★ 22日（水） � 13：00～16：00
�問豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
★ 20日（月） � 13：00～16：00
�問堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）

8・22日（水） �問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）
9・23日（木） �問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）

16・30日（木） �問三郷保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

ユニオンサポートセンターの相談会  要予約  � 18:00 ～ 20:00

中信労政事務所の相談会  � 13:00 ～ 16:00

わかもの就職サポート相談会  要予約  � 13:30 ～ 16:30

若年者引きこもりやブランクのある人向け就労相談  要予約

精神科医による精神保健相談  要予約  � 14:00 ～ 16:00
13・20・27日（月）
�問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約  � 9:30 ～ 10:00
9日（木）　�問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約  � 14:00 ～ 16:00
9・16・23日（木）
�問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会 � 19:00 ～ 21:00
1・8・15・22・29日（水）　�豊科保健センター 2 階和室
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。※ 1・15 日は家族会

※予約は前日の 17：00 まで

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122

育児相談・身体測定＆ベビカフェ 10日（金） 10：30 ～ 12：00

チャレンジタイム 飯ごうすいさん 18日（土） 10：00 ～ 12：00
要予約 100円   対象：小学生以上　定員 15 人　持ち物：食器・スプーン・
飲み物・帽子

読み聞かせ 20日（月） 11：00 ～

卓球の日 22日（水） 16：00 ～ 17：00
要予約   対象：小学生　定員 10 人　持ち物：ラケット（ある人）

みんなあつまれ おらが村のうまいもん「関西風お好み焼き」
要予約 100円   定員 15 組
持ち物：エプロン・三角巾・飲み物

24日（金） 10：30 ～ 12：00

キッズパーク どっしりバナナケーキ作り

28日（火）・29日（水） 10：30 ～ 11：30
要予約 50円   対象：28 日（火）は 2 歳児、29 日（水）は 1 歳児　定員：5
人程度　持ち物：エプロン・三角巾・飲み物

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186

 おさがり会 18日（土） 10：30 ～ 11：00
出品者要申し込み。

 育児相談・身体測定 20日（月） 10：00 ～ 12：00

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126

育児相談・身体測定 13日（月） 10：00 ～ 12：00

 みんなあつまれ 読み聞かせ 24日（金） 10：30 ～ 11：30

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152

読み聞かせ 13日（月） 11：00 ～ 11：30

チャレンジタイム 飯ごう炊さん＆カレー会
要予約 100円   対象：小学生　定員
15 人　持ち物：軍手・帽子 18日（土） 10：00 ～ 12：00

みんなあつまれ ママキッズビクス 23日（木） 10：30 ～ 11：30
要予約   定員 20 組

育児相談・身体測定 24日（金） 10：30 ～ 12：00

読み聞かせ 7日（火）・17日（金） 11：00 ～

みんなあつまれ おひるねアート
持ち物：カメラ等 8日（水）～10日（金） いつでも

育児相談・身体測定 10日（金） 10：30 ～ 12：00

チャレンジタイム 手打ちうどん 18日（土） 10：00 ～ 12：00
要予約 100円   対象：小学生以上　定員 15 人　持ち物：おわん・はし・
エプロン・三角巾・飲み物

★高家児童館 TEL・FAX72-5685

育児相談・身体測定 10日（金） 10：30 ～ 12：00

チャレンジタイム おいしいパフェを作ろう！
要予約 100円   対象：小学生　定員

15人　持ち物：エプロン・三角巾・飲み物 11日（土） 10：30 ～ 11：30

もぐもぐカフェ 13日（月）・24日（金）11：15 ～ 12：00
持ち物：お弁当・水筒

ふれあい農園 きゅうりとトマトの植え付け
要予約   定員20組　持ち物：軍手・
飲み物 20日（月） 10：30 ～ 11：30

読み聞かせ 27日（月） 11：00 ～ 11：20

TEL・FAX82-2527★穂高西部児童館

読み聞かせ 10日（金） 11：00 ～ 11：20

ファミリーサポート登録会 10日（金） 10：30 ～
持ち物：印鑑

育児相談・身体測定 10日（金） 10：30 ～ 12：00

わらべうた 13・20・27日（月） 11：10 ～

みんなあつまれ！ 17日（金） 10：30 ～ 11：30
5 月生まれハッピーバースディ♡

チャレンジタイム 春のおやつ作り 18日（土） 10：30 ～ 12：00
要予約 100円   対象：小学生　定員 15 人　持ち物：エプロン・三角巾・
マスク・飲み物

みんなあつまれ 背もたれつき！牛乳パックのいす作り
要予約   定員 20 人 24日（金） 10：00 ～ 11：30

TEL・FAX83-5494★穂高北部児童館

育児相談・身体測定 13日（月） 10：30 ～ 12：00

読み聞かせ 13日（月） 11：00 ～ 11：20

お話の時間　ひばりの会さん 16日（木） 16：00 ～
対象：小学生

クライミング教室 25日（土） 14：00 ～ 15：30
要予約   対象：小学生　定員 15 人　持ち物：タオル・飲み物・上靴

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124

1日（水）天皇の即位の日 2日（木）国民の休日 3日（金）憲法記念日 4日（土）みどりの日 5日（日）こどもの日 6日（月）振替休日 12日（日） 19日（日） 26日（日）

追 分 ク リ ニ ッ ク
82-2129［穂高］

古川整形外科医院
82-8880［穂高］

穂 高 病 院
82-2474［穂高］

平 林 医 院
62-2227［明科］

小 田 切 医 院
83-6025［穂高］

穂高ハートクリニック
50-6731［穂高］

塔 の 原 内 川 医 院
81-2121［明科］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

古 川 医 院
82-4385［穂高］

せき泌尿器科クリニック
82-0666［穂高］

信濃内科循環器科医院
82-7722［穂高］

百 瀬 医 院
82-2205［穂高］

須 澤 ク リ ニ ッ ク
82-2993［穂高］

前角整形外科医院
82-1478［穂高］

神 谷 小 児 科 医 院
72-5162［豊科］

ふ じ も り 医 院
72-2011［豊科］

楢 本 内 科 医 院
73-0616［豊科］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

ヴェリタス堀金診療所
87-6700［堀金］

木 暮 医 院
77-2119［三郷］

山 田 医 院
72-3207［豊科］

米 倉 医 院
72-2354［堀金］

和 田 医 院
72-2047［堀金］

土 屋 ク リ ニ ッ ク
71-1811［豊科］

こうの内科循環器科
71-5881［豊科］

ももせクリニック
77-1188［三郷］

丸山内科クリニック
72-6188［豊科］

内田歯科クリニック
71-4711［堀金］

ヒ カ リ 歯 科 医 院
82-8171［穂高］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

堀 金 歯 科 医 院
72-6975［堀金］

高橋喜博歯科醫院
73-3771［堀金］

土 居 歯 科 医 院
72-2462［豊科］

佐野歯科クリニック
82-2073［穂高］

笠 原 歯 科 医 院
72-2108［豊科］

小 山 歯 科 医 院
62-3080［明科］

5月の児童館の予定 …乳幼児対象　 …参加費　休館日…日曜・祝日
※市内 9 つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。
　各事業の詳細は地域の児童館までお問い合わせください。
※キッズパークは就園前親子の皆さんが対象の登録制サークルです。

弁護士による無料法律相談  要予約

�　　　　　　　　 �
�　　　　　　　　 �

16日（木）→予約受付日 9日（木）
30日（木）→予約受付日23日（木）
� 13：30～16：30　※ひとり20分　�市役所 2 階　相談室 211
問地域づくり課　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中の案件、既に弁護士へ相談中の案件はお受けできません。
※同じ案件の再相談、複数回の相談はお断りさせていただきます。

予約受付時間：9：00～12：00
予約は℡71-2496へ電話してください

TEL84-0762 FAX82-9621★穂高中央児童館
 読み聞かせ 15日（水） 11：00 ～ 11：20

育児相談・身体測定 17日（金） 10：30 ～ 12：00

みんなあつまれ オイリュトミー療法でリラックス
要予約   定員 15 組 20日（月） 10：30 ～ 11：30

チャレンジタイム バナナオムレット＆手作りジャム
要予約 100円   対象：小学生
定員 15 人　持ち物：エプロン・三角巾・
マスク・手ふきタオル

25日（土） 10：30 ～ 12：00

区・自治会に関する相談 要予約 　� 10:00 ～ 14:00

母乳・育児相談 ※母乳相談は 要予約 　� 9:30 ～ 11:00

15日（水）�三郷公民館会議室 101　※人権相談

問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権よろず困りごと相談　�9：00 ～ 12：00 

こころの相談
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市の職員が出向きます

10 人以上から受講可能

申し込みの手続きは？
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講座メニュー 時間 講座メニュー 時間
1 危ない食後の血糖値！～糖尿病予備軍について～ 60 分 45 安曇野市の下水道事業の経営状況について 45 分
2 知っててほしい血圧の基本 60 分 46 安曇野市橋梁長寿命化修繕計画について 45 分
3 血管元気！バランス食～食べ物と血液の深い関係～ 60 分 47 安曇野市道路整備推進計画 45 分
4 歯っぴー健口生活♪～歯と口の健康について～ 60 分 48 安曇野市の都市計画について 45 分
5 介護予防について 60 分 49 安曇野市の土地利用制度について 45 分
6 認知症予防について 60 分 50 信州花フェスタ 2019 45 分
7 成年後見制度について 60 分 51 地域の景観づくり 45 分
8 介護保険制度について 各60分 52 次世代に誇れる景観づくり 45 分

9 高齢者の相談窓口～地域包括支援センターについて～ 60 分 53 わが家の震災対策～住宅耐震改修のすすめ～
60 分

DVD 20 分
説明 40 分

10 いきいき長寿はお口の健康から 90 分 54 市の公共交通について 60 分
11 国民健康保険制度について 60 分 55 コミュニティスクール事業について 60 分
12 後期高齢者医療制度について 60 分 56 不登校児童・生徒への取り組みについて 60 分
13 福祉８３（はちさん）プラン（地域共生社会の実現に向けて） 60 分 57 安曇野市の学校給食について 45 分
14 高齢者のための在宅福祉サービス 60 分 58 安曇野市生涯学習推進計画について 45 分
15 障害者福祉制度について 60 分 59 もっと知りたい！？名誉市民の人と業績 60 分
16 障がい者虐待防止について 60 分 60 安曇野の文化財 60 分
17 子ども子育て支援事業について 60 分 61 安曇野の暮らしと自然を学ぶ 60 分 60 分
18 児童虐待防止について 60 分 62 触れてみよう！昔の暮らしの道具 60 分
19 子どもの発達とあそび 60 分 63 虫の眼でみた安曇野の自然 60 分

20 多面的機能支払制度について（旧農地・水保全管理
支払交付金について） 60 分 64 対話型鑑賞講座 60 分

21 松くい虫対策について 60 分 65 あづみのフィルムアーカイブ映画「よみがえる安曇
野」（第 1 集）上映 60 分

22 農作物等を被害から守る有害鳥獣対策 60 分 66 あづみのフィルムアーカイブ映画「よみがえる安曇
野」（第 2 集）上映 60 分

23 農地・農村環境を保全する荒廃農地対策 45 分 67 みんなが主役ではじまる協働のまちづくり 60 分

24 畜産悪臭対策について 45 分 68 みんなで支え合い助け合う地域づくり～いざという
時、区が頼りです～ 60 分

25 環境にやさしい農業の推進について 45 分 69 　　NPO・市民活動・ボランティア活動って何？ 60 分

26 加工施設を利用してもっと楽しく、おいしく食べて
みませんか 45 分 70 安曇野市自治基本条例について 60 分

27 農業委員会の仕事とは 45 分 71 　　安曇野市が提供する ICT サービスの紹介 45 分
28 安曇野市の商工業振興支援制度のご案内 45 分 72 安曇野市総合計画について 60 分
29 就職・就労に関する各種支援機関のご案内 45 分 73 市の行政評価について 60 分

30 安曇野市の工業振興ビジョンの推進と産業振興施策 45 分 74 市人口ビジョン及び市まち・ひと・しごと創生総合
戦略について 60 分

31 安曇野市の観光について 45 分 75 安曇野市の行財政改革について 45 分
32 地下水保全講座「安曇野の水資源を次世代へ」 60 分 76 市の公共施設再配置計画について 60 分

33 安曇野自然環境保護講座「特定外来生物の拡大を防
ぐために」 45 分 77 情報公開制度の利用方法等について 45 分

34 臭気指数規制について 60 分 78 安曇野市の財政状況について 90 分
35 　　いま、知っておきたい空家の基礎知識 60 分 79 固定資産税のしくみ 60 分
36 資源物の分別とそのゆくえ 45 分 80 市税講座住民税特別徴収編 60 分
37 自主防災組織の役割－映像あり－ 60 分 81 市税講座暮らしと市税（住民税編） 90 分
38 災害への備え（地震編）－映像あり－ 60 分 82 市税講座暮らしと市税（申告編） 90 分
39 災害への備え（風水害・土砂災害編） 60 分 83 親子で租税教室 60 分
40 　　避難所の開設と運営のしかた－映像あり－ 60 分 84 統計調査について 45 分
41 消費生活講座「私たちは狙われている」 60 分 85 選挙のはなし 60 分

42 安全でおいしい水道水ができるまで
120 分
※ 8 項目を加

えた場合
86 安曇野市の会計業務について 60 分

43 下水道汚水がきれいになるまで 60 分 87 議会のしくみ 60 分
44 安曇野市の上水道事業の経営状況について 45 分

平成 31 年度既存のメニューも
内容が充実してい
ます！

選べる87講座

新
は
、
新
し
く
加

わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

で
す
。ご利用ください

協働のまちづくり 前講座出
市 政への関心を高め、これからのまちづくりを市と共に考

えるきっかけづくりとして、市の施策や制度について、
担当職員が市民の皆さんに分かりやすく説明します。地域の集
会や近所の集まりの機会などにご活用ください。

●問い合わせ・申し込み
〒 399-8281　安曇野市役所　地域づくり課（住所不要）
471・2494　672・3176　mchiikizukuri@city.azumino.nagano.jp

市民活動サポートセンター　第１回「ＮＰＯセミナー」
「つながりから生まれる協働のまちづくり」を大テーマに、広く市民活動を行う皆さんのスキルアップの機

会として第 1 回「NPO セミナー」を開催します。
●日時　5 月 11 日（土）午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
●場所　市役所 3 階共用会議室 306
●内容　テーマ　「地域課題と解決のための協働」
●講師　堀内泉さん（ＮＰＯ法人 えんのわ）
●費用　無料　　●申し込み　不要
問市民活動サポートセンター　471・2013　672・3176

受講可能日
年末年始（12 月 29 日から１月 4 日）を除く
平日・土日・祝日
受講可能時間
午前 9 時から午後 9 時まで

受講対象は、市内に会場を確保いただける、市
民、または市内に通勤、通学する 10 人以上が参
加する団体、グループなどです。ただし、公序良
俗に反する場合、政治・宗教・営利目的と判断さ
れる場合、飲酒を伴う席などは、開講できません。

説明は市の職員が行います。謝礼や交通費な
ど職員派遣に関する費用は必要ありません。た
だし、会場使用料や資料印刷代などは、申込者
の負担となります。なお、出前講座は、市政に
ついて理解を深めていただくためのものです。
説明に関する質疑や意見はお受けしますが、苦
情や要望などはお受けできません。

開催希望日の１カ月前までに、市役所地域づ
くり課（2 階地4番窓口）へ申込書を提出してく
ださい。（郵送、ファクス、電子メールでも申し
込み可能）担当部署と調整の上、派遣の可否を
連絡します。申込書は、市Ｈ

ホームページ

Ｐ、地域づくり課、
各支所地域課などで入手できます。

新

新

新

新



Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

無
料
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
市
の
情
報

や
広
報
紙
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

u
http://m

achiiro.tow
n/

凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ

※特に記載のない場合、申込時間は開庁日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで。
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広告欄　広告についての問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についての問い合わせは広告主までお願いします

天
蚕
糸
と
布
で
組
み
ひ
も
と
、
つ
ま

み
細
工
で
素
敵
な
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り

ま
す
。

日
①
4
月
29
日
（
月
）
午
前
10
時
～

②
5
月
１
日
（
水
）
午
後
１
時
～

③
5
月
3
日
（
金
）
午
前
10
時
～

※
各
回
同
一
内
容（
所
要
時
間
約
2
時
間
）

場
市
天
蚕
セ
ン
タ
ー

費
８
５
０
円　

定
各
回
5
人（
先
着
順
）

申
4
月
23
日
（
火
）
か
ら
市
天
蚕
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
で
（
83
・
３
８
３
５
）

オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
や
植
物
の
観
察
を

と
お
し
て
、
里
山
環
境
の
豊
か
さ
・
大

切
さ
を
学
び
ま
す
。

日
5
月
26
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
（
堀

金
・
穂
高
地
区
）
里
山
文
化
再
生
エ

リ
ア

対
市
内
在
住
者
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

講
那
須
野
雅
好
さ
ん
（
安
曇
野
オ
オ
ル

リ
シ
ジ
ミ
保
護
対
策
会
議
代
表
）、

松
田
貴
子
さ
ん（
豊
科
郷
土
博
物
館
）

費
無
料
（
要
入
園
料
）

定
30
人
（
先
着
順
）

持
動
き
や
す
い
服
装
、

帽
子
、
飲
み
物

申
4
月
22
日
（
月
）

か
ら
5
月
10
日
（
金
）
に
環
境
課
へ

電
話
で

事
業
所
の
人
事
担
当
者
と
直
接
話
が

で
き
る
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
予
定
企
業　

１
０
０
社

日
5
月
7
日
（
火
）
午
後
１
時
～
3
時

30
分
（
受
付 

午
後
0
時
30
分
～
）

場
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
（
松
本
市
本

庄
１
‐
2
‐
１ 

37
・
０
１
１
１
）

対
２
０
２
０
年
3
月
に
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
等
を
卒
業
見
込
み
の
人

費
無
料　

申
不
要

市
里
山
再
生
計
画
の
活
動
「
さ
と
ぷ

ろ
。」で
は
、安
曇
野
の
里
山
暮
ら
し
体

験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
全
国
か
ら

集
ま
る
参
加
者
と
交
流
も
行
い
ま
す
。

日
5
月
25
日
（
土
）
午
後
0
時
30
分
～

26
日
（
日
）
午
後
3
時
（
１
泊
2
日
）

※
日
帰
り
で
の
参
加
も
可
能

場
三
郷
地
域
・
明
科
地
域

▽
宿
泊　

安
曇
野
地
球
宿
（
三
郷
小
倉

４
０
２
８
‐
１
）

内
森
林
整
備
体
験
、
竹
林
整
備
・
筍
た
け
の
こ狩

り
体
験
な
ど
（
オ
プ
シ
ョ
ン
で
松
本

ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
に
参
加
可
能
で

す
）

費
１
人
９
５
０
０
円
（
1
泊
3
食
代
、

体
験
料
、
保
険
料
等
含
む
）

定
若
干
名

申
4
月
22
日（
月
）か
ら
5
月
15
日（
水
）

ま
で
に
耕
地
林
務
課
（
2
階
�
番
窓

口
）
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

は
申
込
終
了
後
、
申
込
者
へ
連
絡
）

申
4
月
22
日
（
月
）
か
ら
5
月
10
日

（
金
）
に
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
子
ど
も
支
援
課
（
１
階
�

番
窓
口
）
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
で
。

申
込
書
は
子
ど
も
支
援
課
ま
た
は
市

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

提
〒
３
９
９
‐
８
２
８
１
（
住
所
記
載

不
要
）
子
ど
も
支
援
課
宛

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に
、

楽
し
く
学
ぶ
体
験
型
の
教
室
で
す
。

日
5
月
8
日（
水
）か
ら
7
月
24
日（
水
）

の
間
で
、
お
お
む
ね
週
１
回
、
水
曜

日
の
午
後
１
時
～
3
時

場
穂
高
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

人
（
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
が

あ
る
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）

内
体
操
、
脳
ト
レ
、
音
楽
療
法
、
食
事

や
栄
養
・
お
口
の
健
康
・
薬
の
飲
み

方
な
ど
の
講
話

費
無
料　

定
20
人（
先
着
順
。
新
規
の
人
を
優
先
）

申
4
月
22
日
（
月
）
か
ら
26
日
（
金
）

に
介
護
保
険
課
（
１
階
�
番
窓
口
）

へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

豊
科
・
明
科
・
三
郷
で
も
今
後
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
の
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
で
園

児
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
保
育

協
力
員（
通
称「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
先
生
」）

を
募
集
し
ま
す
。

対
健
康
で
子
ど
も
が
好
き
な
市
内
在
住

の
お
お
む
ね
60
歳
か
ら
70
歳
の
人

内
▽
協
力
園　

穂
高
幼
稚
園
・
三
郷
北
部

認
定
こ
ど
も
園
・
堀
金
認
定
こ
ど
も
園

▽
協
力
期
間　

6
月
１
日
～
２
０
２

０
年
3
月
31
日
（
お
お
む
ね
午
前
9

時
～
正
午
、
月
に
20
日
程
度
）

▽
謝
礼　

１
日 

２
４
６
３
円

定
3
人
（
面
接
に
よ
り
決
定
。
面
接
日

★広告掲載の申し込みはアド・コマーシャル（株）（429・0212）まで

集

募安
曇
野 
森も

り林
の
楽
校
２
０
１
９
春

問
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

71
・
２
４
３
２ 
71
・
２
５
０
７
）

第
１
回
自
然
観
察
会

問
環
境
課
環
境
政
策
係

（

71
・
２
４
９
２ 
72
・
３
１
７
６
）

保
育
協
力
員（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
先
生
）

問
子
ど
も
支
援
課
保
育
担
当

（

71
・
２
２
５
６ 

72
・
２
０
６
５
）

企
業
説
明
会
in
松
本

問
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本

（

31
・
８
６
０
０
）

天
蚕
De
つ
ま
み
細
工
＆
組
み
ひ

も
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
教
室

問
観
光
交
流
促
進
課
観
光
交
流
促
進
担
当

（

71
・
２
０
５
３ 

72
・
１
３
４
０
）

エ
ン
ジ
ョ
イ
シ
ニ
ア
！

実
践
お
た
っ
し
ゃ
塾
（
穂
高
会
場
）

問
介
護
保
険
課
介
護
予
防
担
当

（

71
・
２
４
７
４ 

71
・
２
５
０
３
）

4 月 7 日に執行された長野県議会議員一般選挙
の安曇野市選挙区では、選挙すべき議員の定数 2
人に対して、立候補者が 2 人であったため、投票
は行われませんでした。お手元に届いた「投票所
入場券」は処分してください。

また、3 月 20 日号（No.288）で掲載した選挙ク
イズの問題と正解を掲載します。解答者のうち、
成績優秀者に記念品を送付しました。
問選挙管理委員会　471・2031　672・9266

【選挙クイズの問題と解答】
投票所へ忘れずに持っていくものは？（身分
証明書・投票所入場券・お金）
投票所入場券（入場券がなくても投票できま
すが、本人確認をさせていただきます）

県議会議員選挙には何歳から立候補できる？
（18 歳・25 歳・30 歳）
25 歳（都道府県知事と参議院議員は 30 歳、
県議会議員を含むその他公職は 25 歳）

投票に行かないと罰金を取られる国はどこ？
（日本・オーストラリア・ドイツ）
オーストラリア（選挙に行かないと、約 1,600
円の罰金が科せられます。この制度を採用し
てから、投票率は毎回 90％以上！）

ＳＮＳ掲載用に、投票所の中を撮影できる？
（できる・できない・別の目的なら OK）
できない（投票の秘密や秩序の保持、トラブ
ル防止のため、遠慮いただいています）

「選挙のめいすいくん」は何をモチーフにし
たキャラクター？（投票箱・トラ・ネコ）
投票箱（頭のタテ線が
投票用紙を入れるとこ
ろです）

県議会議員選挙

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A



凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ

※特に記載のない場合、申込時間は開庁日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで。
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松本一日合同行政相談所 「あったカフェ」ボランティア募集
国や地方公共団体の仕事についての相談や、各専門家への相談ができ

る一日合同相談所を開設します。
日 5 月 28 日（火）午前 10 時～午後 3 時（受付は午後 2 時 30 分まで。

混雑状況により、早めに受付を締め切る場合があります）
場井上百貨店 7 階催事場（松本市深志 2-3-1）　費無料　申不要
参加予定機関　長野地方法務局松本支局、長野県、松本市、松本年金事務所、

松本公証役場、長野県弁護士会、長野県司法書士会、長野県行政書士会、関
東信越税理士会、長野県土地家屋調査士会、行政相談委員、総務省長野行政
監視行政相談センター

問総務省長野行政監視行政相談センター　4026・235・1100

3
月
16
日
か
ら
10
日
間
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
の
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
派

遣
事
業
に
参
加
し
た
中
学
生
14
人
が
現

地
で
の
体
験
談
な
ど
を
報
告
し
ま
す
。

日
5
月
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
市
役
所
4
階
大
会
議
室

対
ど
な
た
で
も　

申
不
要

駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
乗

り
合
わ
せ
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

春
は
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
・
通
園

が
始
ま
る
時
期
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
は
、
思
い
や
り
を
持
っ
た
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
。
大
人
が
手
本
と
な

り
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

内
県
下
一
斉
街
頭
活
動
日

　

5
月
13
日
（
月
）・
17
日
（
金
）

運
動
の
重
点

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行

の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故

防
止
▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
▽
飲
酒

運
転
の
根
絶
▽
通
学
路
・
生
活
道
路

の
安
全
確
保
と
歩
行
者
保
護
の
徹
底

厚
生
労
働
省
主
催
に
よ
る
平
成
31
年

度
慰
霊
巡
拝
を
行
い
ま
す
。
申
請
者
の

中
か
ら
参
加
者
が
選
考
さ
れ
、
参
加
者

に
は
所
要
額
の
3
分
の
１
が
補
助
金
と

し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
日
程
や
応
募
な

ど
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
戦
没
者
の
遺
族（
配
偶
者
、父
母
、子
、

兄
弟
姉
妹
、
子
の
配
偶
者
、
兄
弟
姉

妹
の
配
偶
者
、
孫
、
甥
、
姪
）

本
年
度
よ
り
、
海
外
旅
行
保
険
料
が

国
庫
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

安
曇
野
産
の
牛
乳
、
安
曇
野
産
牛
乳

を
使
用
し
た
プ
リ
ン
・
焼
菓
子
な
ど
を

販
売
す
る
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

営
業
開
始　

4
月
26
日
（
金
）

営
業
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
6
時

場
三
郷
サ
ラ
ダ
市
隣
り
（
三
郷
温
５
９

０
４
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
抱
え
る
課
題

と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
説
明
を
行
う

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

お
聞
き
し
ま
す
。

託
児
所
を
開
設
し
ま
す
。

市
議
会
議
員
が
平
成
31
年
3
月
定
例

会
の
内
容
を
中
心
に
報
告
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

日
5
月
22
日
（
水
）

　

①
午
後
１
時
30
分
～ 

②
午
後
７
時
～

場
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

2
階
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

日
5
月
17
日
（
金
）・
11
月
15
日
（
金
）

　

午
後
１
時
～
3
時

場
市
役
所
3
階
３
０
６
共
用
会
議
室

費
無
料　

申
不
要

問
環
境
課
環
境
保
全
担
当

　

71
・
２
４
９
１ 

72
・
３
１
７
６

猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て

▽
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
交
通
事
故
の

防
止
な
ど
の
た
め
、
室
内
飼
育
に
努

め
、
フ
ン
尿
は
自
宅
の
ト
イ
レ
で
す

る
よ
う
に
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
外
で
飼
う
場
合
は
首
輪
・
迷
子
札
を

付
け
、
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
不

妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ

さ
い
。
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
だ

け
の
行
為
は
、
野
良
猫
の
繁
殖
に
つ

な
が
り
、
近
隣
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
所
有
者

で
、
障
が
い
の
程
度
や
所
有
す
る
軽
自

動
車
の
使
用
目
的
な
ど
の
要
件
に
該
当

す
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
ま
す
。減
免
要
件
の
詳
細
・

申
請
時
の
持
ち
物
な
ど
は
、
市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
昨
年
度
減
免
を
受
け
た
人
に

は
、
2
月
に
確
認
通
知
を
送
付
し
ま
し

た
。
変
更
が
な
い
場
合
、
改
め
て
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期
納
税
通
知
書
到
着
後
か
ら
5
月
31
日

（
金
）
ま
で
（
期
限
厳
守
）

申
請
場
所　

各
支
所
地
域
課
窓
口
、
市

役
所
税
務
課
（
１
階
�
番
窓
口
）

注
意
事
項　

▽
自
動
車
税
の
減
免
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ

ッ
ト
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は

減
免
で
き
ま
せ
ん
。（
腎
臓
透
析
を

受
け
て
い
る
人
は
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
の
交
付
を
受
け
て
い
て
も
減
免
で

き
ま
す
）

▽
減
免
で
き
る
車
両
は
普
通
車
を
含
め

て
、
１
人
１
台
で
す
。

犬
の
ワ
ン
で
も
相
談

動
物
愛
護
推
進
員
・
獣
医
師
・
動
物

愛
護
会
員
な
ど
が
犬
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
5
月
・
7
月
・
9
月
の
第
3
木
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
3
時

場
松
本
合
同
庁
舎
内
会
議
室

費
無
料　

申
不
要

問
長
野
県
松
本
保
健
福
祉
事
務
所
（
食

品
・
生
活
衛
生
課
）

40
・
１
９
４

３　

47
・
９
２
９
３

ね
こ
の
ニ
ャ
ン
で
も
相
談

市
と
動
物
愛
護
会
安
曇
野
支
部
で

は
、
ね
こ
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
本
年
度
は
2
回
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

せ

ら

知

お学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
市
民
説
明
会

問
堀
金
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（

72
・
２
３
２
８ 

72
・
２
５
３
８
）

平
成
31
年
度
戦
没
者
慰
霊
巡
拝

問
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

71
・
２
２
５
３ 

71
・
２
３
２
８
）

中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

交
流
派
遣
事
業 

帰
国
報
告
会

問
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（

71
・
２
４
６
０ 

71
・
２
３
３
８
）

５
月
11
日
か
ら
20
日
は

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

問
地
域
づ
く
り
課
生
活
安
全
係

（

71
・
２
４
９
５ 

72
・
３
１
７
６
）

農
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
あ
づ
み
野
ミ
ル
ク
」が
オ
ー
プ
ン

問
あ
づ
み
野
ミ
ル
ク

（

31
・
０
２
１
８ 

31
・
０
２
１
９
）

第
６
回
安
曇
野
市
議
会
報
告
会

問
議
会
事
務
局

（

71
・
２
１
５
６ 

71
・
２
１
５
０
）

軽
自
動
車
税
の
減
免

問
税
務
課
諸
税
係

（

71
・
２
４
８
４ 

72
・
２
０
６
５
）

犬
・
猫
に
関
す
る
相
談

日時 開催場所
5 月 18 日（土）
午前 10 時～正午

豊科公民館　
大会議室

5 月 19 日（日）
午前 10 時～正午

堀金総合体育館
サブアリーナ

5 月 21 日（火）
①午前 10 時～正午
②午後 7 時～ 9 時

豊科公民館　
大会議室

5 月 22 日（水）
①午前 10 時～正午
②午後 7 時～ 9 時

堀金総合体育館
サブアリーナ

●市民説明会日程

市役所１階で、障がい者が社会参
加する場として営業している「あっ
たカフェ」で一緒に活動していただ
くボランティアを募集します。
日午前 10 時ごろ～午後 2 時ごろ
場市役所１階「あったカフェ」
内調理、盛り付け、レジ受付 など
問「あったカフェ」 471・2488　（開

庁日の午前 10 時～午後 3 時）

免

減

ファミリー・サポート・センター事業
（ファミサポ）をご存知ですか？
子どもの面倒を見てもらいたいけれど、世

話をしてくれる人がいなくて、困ったことは
ありませんか？「ファミサポ」は、子育ての手
助けが必要な人（依頼会員）と、手助けできる人

（協力会員）をつなぐお手伝いをしています。
利用方法　事前に、無料の会員登録が必要で

す。詳細は事務局へ問い合わせください。
対市内在住・在勤者で、0 歳から小学 6 年生

までの子どもがいる人
問市ファミリー・サポート・センター事務局（市

社会福祉協議会地域福祉課子育て支援係）
471・1125　673・5775

利用料金の助成を行います
4 月以降にファミサポを利用したとき、次

の対象者の利用料金の一部を市が助成します。
助成額　利用料金の 2 分の１（交通費、食事代、

おやつ代等の実費負担額を除く。限度額は
月額１万円）

対市内在住者で次のいずれかに該当する人
▷生活保護費を受給している人　　
▷児童扶養手当を受給している人
▷障がい者またはひとり親として福祉医療
費を受給している人　
▷市民税非課税世帯

申利用月の翌々月末までに子ども支援課（１
階�番窓口）またはファミリー・サポート・
センター事務局（堀金老人センター「憩い
の里うらら」内）へ申し込みください。

（例：4 月中に利用した場合、6 月 30 日まで）
持▷利用料支払明細書　▷印章
問子ども支援課児童係 471・2255　672・2065

●利用料金（子ども１人／１時間）

内容 月～土曜日
8:00 ～ 18:00

左記時間外・
日曜・祝日

通常 600 円 700 円
当日

800 円 900 円
病児・病後児

●固定資産税　　　　　　　　　　（１期）
●国民健康保険税　　　　　　　　（１期）
●後期高齢者医療保険料　　　　　（１期）
●介護保険料　　　　　　　　　　（１期）
●水道料金　　　　　　（穂高・三郷地域）
●下水道料金　　（豊科・堀金・明科地域）
●霊園管理料

＝納期限は5月7日（火）＝

4月の納期



凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ

※特に記載のない場合、申込時間は開庁日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで。

3435 広報あづみの　2019.4.17 2019.4.17　広報あづみの

▽
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
、
国
お
よ
び
地
域
行
政

施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。

総
務
省
統
計
局
・
県
・
市
で
は
「
経

済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
」
を
行
い
ま

す
。
国
の
産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所

の
活
動
状
態
な
ど
、
基
本
的
構
造
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
調
査

を
行
い
ま
す
。

期
6
月
～
11
月
（
市
内
調
査
区
を
2
カ

月
ご
と
3
期
に
分
け
調
査
し
ま
す
）

対
す
べ
て
の
民
営
事
業
所
（
個
人
経
営

の
農
・
林
・
漁
業
（
家
）
な
ど
、
一

部
の
事
業
所
は
除
く
）

調
査
方
法　

調
査
員
（
顔
写
真
入
り

の
調
査
員
証
を
携
行
）
が
す
べ
て
の

事
業
所
の
活
動
状
態
を
実
地
に
確
認

し
、
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
な
ど

一
部
の
事
業
所
に
は
調
査
票
を
配
布

し
ま
す
。

回
答
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

ま
た
は
紙
の
調
査
票
に
よ
る
郵
送
回

答
を
選
択
で
き
ま
す
。

調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
を
他
に
漏

ら
す
こ
と
や
目
的
外
に
使
用
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
済
産
業
省
・
県
・
市
で
は
２
０
１

9
年
工
業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

期
5
月
中
旬
～
6
月
下
旬

※
6
月
１
日
現
在
で
調
査
を
行
い
ま

す
。

対
従
業
者
4
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事

業
所

調
査
方
法　

調
査
員
（
顔
写
真
入
り

の
調
査
員
証
を
携
行
）
が
事
業
所
の

活
動
状
態
の
確
認
を
行
い
、
対
象
事

業
所
に
調
査
書
類
収
納
済
み
封
筒

（
緑
色
の
封
筒
）
を
配
布
し
ま
す
。

一
部
の
事
業
所
は
経
済
産
業
省
よ
り

郵
送
な
ど
で
直
接
調
査
票
を
配
布
・

回
収
し
ま
す
。

回
答
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
、

紙
の
調
査
票
に
よ
る
回
答
を
選
択
で

き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
は

6
月
7
日
（
金
）
が
回
答
期
限
で
、

期
限
ま
で
に
回
答
が
な
い
場
合
、
改

め
て
調
査
員
が
紙
の
調
査
票
の
回
収

に
伺
い
ま
す
。

▽
調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
を
他
に

漏
ら
す
こ
と
や
目
的
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

査

調２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査

問
情
報
統
計
課
統
計
係

（

71
・
２
４
６
９ 

71
・
２
３
３
６
）

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調
査

問
情
報
統
計
課
統
計
係

（

71
・
２
４
６
９ 

71
・
２
３
３
６
）

春到来！早春賦イベントに出掛けませんか

乗降場所
※（ ）は穂高会館
からの所要時間

穂高会館
穂高駅前ロータリー（5分）
本陣等々力家駐車場（10分）
早春賦歌碑東（15分）

穂高会館発
< 行きの便 >

① 午前9時10分 ② 午前9時20分
③ 午前9時30分 ④ 午前9時40分
※開催時間中も随時運行

早春賦歌碑東発
< 帰りの便 > 終了次第、順次運行

第 36 回早春賦まつり
安曇野に春を告げる催しとして親しまれている

「早春賦まつり」。市内小学生・文化協会コーラス
グループの合唱やアルパの演奏に加えて、最後に
は会場全体で安曇野市歌と早春賦の大合唱を行い
ます。
日 4 月 29 日（月）午前 10 時～ 11 時 10 分ごろ　
場穂高川右岸早春賦歌碑前

参加無料。周辺に駐車場がないため、無料シャ
トルバスをご利用ください。

問観光交流促進課 471・2054　672・1340

第 15 回あづみの公園早春賦音楽祭
信州花フェスタ 2019 のサブ会場で美しい花々が咲き誇る

中、歌声を響かせましょう。
日 5 月 4 日（土）午前 10 時～午後 4 時（開場 午前 9 時 30 分）
場国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高地区）
内▷小中学校重唱合唱大会優秀校の演奏（ＦＭ長野公開録音）

▷公募ステージなど
臨時駐車場、無料シャトルバス（豊科駅～堀金支所臨時駐
車場～公園中央口）をご利用ください。

問国営アルプスあづみの公園堀金・穂高管理センター
471・5511　671・5512

第 34 回安曇野早春賦音楽祭＝本ステージ＝

地域で活動する皆さんの歌声をお楽しみください。
日 5 月 26 日（日）午後１時 30 分～ 4 時
場穂高交流学習センター「みらい」
内▷小中学校合唱部（招待演奏）▷ゲストステージ など
費前売り 500 円・当日 800 円（小・中・高校生無料）
主催　早春賦音楽祭実行委員会、早春賦愛唱会ほか
問早春賦愛唱会 西山さん　482・7290

●早春賦まつりシャトルバス時刻表

各支所への電
話は本庁舎か
ら転送します
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次回発行…通常版5月22日（水）
本 　 庁 　舎	 〒399-8281	 長野県安曇野市豊科6000番地	 TEL	0263-71-2000	 FAX	0263-71-5000

穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 	 FAX	0263-82-6622

三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 	 FAX	0263-77-6060

堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 	 FAX	0263-72-4900

明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 	 FAX	0263-62-4747
古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

本庁舎夜間・休日開庁日
時間延長窓口 5月7日（火）・21日（火） （午後５時 15 分から８時まで）
休日開庁日 4月28日（日）（午前８時 30 分から正午まで）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱います。事前に問い合わせください。

人口と世帯 2019.4.1 現在（　）内は対前月比
男 47,319 人（-95）女 50,262 人（-85）
人口　97,581 人（-180）世帯　39,815 世帯（+71）

新しい年度がスタート。年度初め式では、市長から職員に向け「たとえ 10 分で
もパソコンを閉じて情報共有をしよう」という訓示がありました。職員のチーム
ワークによって、新時代の安曇野を支えていけたらと思います。本年度も「広報
あづみの」をよろしくお願いします‼Tt

５月から新元号へ　新たな時代の幕開け
４月１日に新しい元号が「令和」と発表されました。令和は、日本

最古の歌集である「万葉集」の文言から引用されたもので、「人々が
美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つ」とい
う意味が込められているそうです。平成がいよいよ
終わり、新しい時代がやってきます。新元号「令和」
に対する市民の皆さんの声を聴きました。

私は平成元年生まれで、第一子が令和元年に誕生します。平成最初の年
に生まれた私が、令和最初の年に親になることは素敵な偶然だと思いまし
た。また、兄の家庭にも４月に新たな家族が誕生するため、同じ年に生ま
れるいとこ同士が「平成最後の年」生まれと「令和元年」生まれとなります。
素敵な偶然が重なっている出産が今から待ち遠しいです。

令和に寄せる想い　 私にとって令和元年は、改元と出産という人生の
中で何度も経験できるものではない出来事が一度に訪れる、忘れられない
年になると思います。平成は大きな災害が数多く起こった時代と言われて
います。令和の時代は、新たな家族とともに、平和で穏やかに過ごすこと
のできる時代になることを願っています。

私は大正最後の年に生まれ、18、19 歳の時には戦争にも行きました。戦争が終わっ
た後、絵描きになろうと決意し、93 歳になった今でも展覧会に出品するための絵やあ
づみ野祭りのポスターのデザイン画を描き続けています。好奇心は尽きず、最近アメ
リカを訪れましたが、これからも旅をしたいと思います。

令和に寄せる想い   まずは、戦争がない平和な世界、日本であることを一番に望み
ます。いまの世の中は、色々なことが急速に変化しすぎていると感じます。科学の進
歩もすさまじく、そのうち人造人間も登場するのではないでしょうか。しかし、歴史
が教えてくれるように、人の幸せのために発展を続けていると、地球温暖化などの不
幸な要素も出てきてしまう。新元号を抱いて生きていく人たちには、目先のことだけ
にとらわれず、よく考え、いろんな視点で時代をみていってほしいと思います。

大原 華織さん
平成元年12月生まれ　29歳

書：望月 樹峰

小穴 竹豊さん
大正15年3月生まれ　93歳

有効期限などは読み替えを 問総務課行政管理係 471・2408　 671・5155

改元に伴う公文書における元号の表記について
市は、従来から公文書の年月日と年度の表記について、原則として「元号」を使用しています。この度の

改元に伴い、市の公文書における元号表記の基本的なルールをまとめたのでお知らせします。
1．5月１日以降に作成する公文書は、新元号「令和」を用います。
2．改元日前（４月 30 日）までに作成する公文書は引き続き「平成」を用います。
3．年度の表示については、5月１日以降は「令和元年度」を用います。ただし、コンピュータシステムの改
修を伴うものにあっては、引き続き『平成 31 年度』を用いる場合があります。

4．「平成」を用いた公文書について、改元後に、改元を理由として公文書を再発行することはありません。
有効期限などは読み替えていただくようお願いします。　　　

編集後記



４月27日～5月6日 連休中の公共サービス
4月27日（土）から5月6日（月）まで市役所は閉庁させていただきます。ただし、一部の業務と他の公共サ

ービスは、下記のとおり行います。（連休中の問い合わせ：市役所宿日直室　471・2000）

●市役所本庁舎の休日窓口（市民課、国保年金課、長寿社会課、子ども支援課、税務課）

●婚姻・死亡などの届け出

●ごみ・し尿汲み取り

●上下水道の使用開始・中止と料金の収納

●図書館（豊科・穂高・三郷・堀金・明科）

●文化施設

●公共バス・乗合タクシー

4 月 28 日 （日）　午前 8 時 30 分～正午（取り扱いできない業務もあります。事前に担当課にご確認ください）
問市役所代表　471・2000　

市役所宿日直（庁舎西側１階）でお預かりします。婚姻届提出の際には、円滑に受付が行われるよう、あらかじめ、
市役所 1 階市民課もしくは各支所で、届書の事前審査を受けていただくことをおすすめします。なお、お預かり
した届書に不備があった場合は、平日の開庁時間帯に来庁していただく場合があります。死亡届による火葬許可
証の発行も宿日直室で行います。また、豊科葬祭センターは無休です。問市民課市民担当　471・2489

4月27日（土）午前 8 時 30 分～午後 7 時、5月1日（水）、2日（木）午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
場・問上下水道料金センター（堀金支所内）　472・4333

無休　問文化課図書館係　484・0111

無休　豊科近代美術館、田淵行男記念館、髙橋節郎記念美術館、飯沼飛行士記念館、穂高陶芸会館
4月28日（日）～4月30日（火）、5月6日（月）開館　文書館・臼井吉見文学館
4月30日（火）を除き開館　豊科郷土博物館・穂高郷土資料館・貞享義民記念館　問文化課博物館係　471・2465

あづみ野周遊バス　4月25日（木）～11月4日（月）　安曇野の観光地を周遊するバスを運行します。
運行ルート・運行日・料金など詳しくはお問い合わせください。問安曇野市観光情報センター　482・9363
デマンド交通あづみん・定時定路線　期間中は運休となります。問政策経営課交通政策係　471・2401

業　　務 27 日
（土）

28 日
（日）

29 日
（月）

30 日
（火）

1 日
（水）

2 日
（木）

3 日
（金）

4 日
（土）

5 日
（日）

6 日
（月） 備　　考

ごみ

穂高クリーンセンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可燃ごみのみ受け入れ可能。27 日は 11 時 30 分まで。
必ず事前に電話連絡のうえ搬入してください。

「家庭用資源物・ごみ出し方の手引き」（9 ページ）

リサイクルセンター 「家庭用資源物・ごみ出し方の手引き」（11 ページ）

豊科リサイクルセンター ○ ○ ○ ○
穂高リサイクルセンター ○ ○ ○ ○
明科リサイクルセンター ○ ○

緑のリサイクル 「家庭用資源物・ごみ出し方の手引き」（13 ページ）

豊科リサイクルセンター ○ ○ ○ ○
御法田北三角島チップ置き場 ○ ○ ○ ○
三郷最終処分場管理棟西 ○ ○
三田工業団地東 ○ ○
明科リサイクルセンター ○ ○

粗大ごみ 「家庭用資源物・ごみ出し方の手引き」（16 ページ）掲載の業者へ直接お問い合わせください。

ごみ収集 通常収集します。
「ごみ・資源物収集カレンダー」をご覧ください。

し尿汲み取り 「家庭用資源物・ごみ出し方の手引き」（17 ページ）掲載の業者へ直接お問い合わせください。
便槽の状況を確認し、早めに担当業者へご連絡をお願いします。

各施設の開場時間・ごみの出し方については「家庭用資源物・ごみ出し方の手引き」及び「ごみ・資源物収集カレンダー」でご確認ください。


